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①

　
日
本
中
世
都
市
研
究
に
は
、
戦
前
以
来
の
長
い
歴
史
が
あ
る
。
仁
木
宏
は
、
そ
の
潮
流
を
三
段
階
に
分
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
快
に
整
理

し
た
。
一
九
六
〇
年
代
は
、
京
都
・
堺
・
博
多
な
ど
の
中
世
後
期
の
大
都
市
を
主
た
る
分
析
対
象
と
し
た
自
由
都
市
論
が
研
究
の
主
流
で
あ
っ

た
が
、
～
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
網
野
善
彦
に
よ
る
都
市
論
が
登
場
し
、
中
世
都
市
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
増
加
も
あ
い
ま
っ
て
、
各
地
で
膨

大
な
数
の
「
都
市
的
な
場
」
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
○
年
代
後
期
以
降
、
考
古
学
と
建
築
史
学
、
文
献
史
学
を
中
心
と
し
た
学
際

研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
空
間
そ
の
も
の
か
ら
都
市
社
会
の
性
格
や
変
容
を
論
じ
る
研
究
が
主
流
と
な
っ
た
。

　
仁
木
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
中
世
都
市
研
究
に
お
い
て
は
、
空
間
の
復
原
と
解
釈
を
議
論
の
中
心
に
据
え
た
学
際
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
学
際
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
が
得
意
と
す
る
資
料
批
判
と
解
釈
の
方
法
を
用
い

て
、
都
市
空
間
の
形
態
・
機
能
の
復
原
と
理
論
化
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
持
ち
寄
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
共
同
概
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
と
き
、
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
都
市
の
空
間
構
造
の
解
明
と
そ
の
歴
史
的
位
置
の
説
明
で
あ
っ
た
。
現
在
の
中
世
都
市
研
究
に
お

い
て
も
、
空
間
構
造
を
議
論
の
中
軸
と
す
る
研
究
状
況
は
続
い
て
い
る
が
、
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
ス
タ
イ
ル
を
発
墨
的
に
乗
り
越

え
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
資
料
批
判
と
資
料
解
釈
の
方
法
の
再
検
討
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
先
鋒
に
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立
つ
前
川
要
は
、
個
人
が
複
数
の
学
問
分
野
の
資
料
を
総
合
的
に
解
釈
し
て
、
空
間
形
態
・
機
能
の
復
原
や
説
明
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
多
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
に
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
「
学
融
合
」
研
究
の
確
立
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
筆
者
の
専
攻
す
る
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
も
、
空
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

復
原
の
資
料
と
し
て
の
地
籍
図
の
有
効
性
の
再
検
討
が
、
藤
田
裕
嗣
に
よ
っ
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
際
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
学
問
分
野
ご
と
に
異
な
る
資
料
批
判
と
そ
の
解
釈
の
方
法
の
見
直
し
が
、
研
究
者
の
大
き
な

関
心
を
呼
ん
で
い
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
、
研
究
対
象
で
あ
る
空
間
構
造
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え

て
き
た
の
か
と
い
う
、
空
間
分
析
の
前
提
に
関
わ
る
視
角
を
回
顧
し
た
研
究
は
、
意
外
な
こ
と
に
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。

学
問
分
野
や
研
究
段
階
・
時
期
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
同
じ
空
間
と
い
う
用
語
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
研
究
視
角
が
異
な
っ
て
い
る
が
た
め
に
、

空
間
概
念
の
意
味
に
相
違
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
想
定
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
既
に
約
四
半

世
紀
に
及
ぶ
学
際
研
究
の
間
に
、
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
や
空
間
概
念
の
意
味
が
、
首
尾
一
貫
し
て
い
た
と
は
幽
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。
か

つ
て
筆
者
は
、
網
野
善
彦
の
都
市
論
に
お
け
る
空
間
と
考
古
学
・
建
築
史
学
を
中
心
と
す
る
研
究
に
お
け
る
空
間
と
は
、
そ
の
意
興
す
る
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
仁
木
宏
の
懸
念
す
る
現
在
の
学
際
研
究
の
停
滞
を
引
き
起
こ
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
中
世
都

市
研
究
史
を
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
空
間
概
念
の
相
違
は
、
他
の
局
面
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
予
想
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

空
間
を
軸
と
す
る
都
市
論
を
発
展
的
に
継
承
す
る
た
め
に
は
、
個
別
の
都
市
空
間
の
復
原
に
立
ち
戻
っ
て
、
資
料
批
判
と
解
釈
の
厳
密
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
空
間
概
念
と
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
を
回
顧
し
、

そ
こ
か
ら
今
後
の
研
究
を
展
望
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
と
並
ん
で
必
要
な
課
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
中
世
都
市
研
究
に
お
け
る
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
と
そ
の
成
果
と
し
て
提
示
さ
れ
た
空
間
概
念
を
整

理
し
、
今
後
の
研
究
に
有
効
な
視
角
や
方
法
を
展
望
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
中
世
都
市
研
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
⑦

っ
て
、
研
究
史
整
理
と
今
後
の
研
究
の
展
望
が
な
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
、
先
述
の
仁
木
宏
の
他
、
伊
藤
毅
、
藤
田
裕
嗣
の
論
考
が
あ
る
。

伊
藤
は
、
建
築
史
学
に
お
け
る
中
世
・
近
世
の
都
市
史
研
究
の
動
向
を
概
観
し
、
藤
田
は
伊
藤
の
扱
っ
た
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
の
論
考
を
、
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地
域
別
、
都
市
類
型
別
に
分
け
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
論
考
と
同
じ
中
世
都
市
研
究
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

成
果
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
し
か
し
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
展
望
研
究
と
は
、
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
や
空
間
概
念
に
注
目
す
る
と
い

う
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
従
来
の
中
世
都
市
研
究
の
う
ち
、
空
間
構
造
を
論
じ
る
研
究
を
五
段
階
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
段
階
に
お
け
る
問
題

設
定
と
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
空
間
分
析
の
視
角
や
方
法
を
見
出
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
復
原
さ
れ
た
空
間
構
造

の
構
成
要
素
、
ス
ケ
ー
ル
、
抽
象
度
を
検
討
し
、
各
段
階
に
お
け
る
空
間
概
念
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
検
討
か
ら
従
来
の
研
究
に
お
け
る
問
題

点
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
こ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
に
有
効
な
研
究
視
角
・
方
法
を
検
討
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
戦
国
期
・
織
豊

期
城
下
町
研
究
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
見
通
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
こ
こ
で
、
本
稿
の
検
討
範
囲
に
関
連
し
て
、
二
点
を
先
に
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
稿
は
空
間
へ
の
研
究
視
角
を
軸
に
研
究
史
を

振
り
返
る
た
め
、
歴
史
地
理
学
的
な
方
法
を
用
い
た
研
究
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
空
間
の
み
を
取
り
あ
げ
、
社
会
構

造
論
を
無
視
し
た
研
究
史
整
理
を
行
う
訳
で
は
な
い
。
中
世
都
市
研
究
に
お
け
る
空
間
概
念
は
、
そ
の
研
究
の
問
題
設
定
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
う
い
つ
だ
社
会
構
造
論
を
研
究
の
背
景
と
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
問
題
設
定
も

異
な
る
。
そ
の
た
め
、
空
間
概
念
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
自
ず
と
そ
の
研
究
の
動
機
と
な
っ
た
社
会
構
造
論
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
と
な
る
。

と
は
い
え
、
社
会
構
造
論
が
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
、
社
会
構
造
論
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。
第
二
に
、
本
稿
は
、
従
来
の
空

間
構
造
へ
の
研
究
視
角
の
交
通
整
理
を
目
的
と
し
て
い
る
理
論
的
な
性
格
の
強
い
論
文
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
と

な
っ
た
中
世
都
市
空
間
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
、
文
脈
に
応
じ
て
触
れ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
な
紹
介
は
省
略
し
、
個
別
の
事
例
研
究
も
網
羅

的
に
は
採
録
し
な
い
。
以
上
の
二
点
に
よ
っ
て
、
中
世
都
市
の
空
間
構
造
論
の
具
体
的
成
果
を
論
じ
る
展
望
論
文
と
は
、
異
な
る
叙
述
ス
タ
イ

ル
を
と
る
こ
と
を
、
お
許
し
願
い
た
い
。

　
①
仁
木
宏
『
空
間
・
公
・
共
同
体
』
青
木
書
店
、
一
九
九
七
。
　
　
　
　
　
②
前
川
要
編
魍
中
世
総
合
資
料
学
の
提
唱
輪
郭
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
。
同
編
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『
中
世
総
合
資
料
学
の
可
能
性
㎞
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
四
。

③
　
藤
田
裕
嗣
「
市
庭
と
都
市
の
あ
い
だ
1
地
理
学
か
ら
の
研
究
視
角
一
」

　
（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
都
市
空
間
㎞
新
入
物
界
来
社
、
一
九
九
四
）
。
同
「
日

　
本
中
世
に
お
け
る
市
庭
と
広
場
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
六
七
、
一
九

　
九
六
。
同
「
考
古
学
と
の
接
点
と
し
て
の
地
割
－
前
川
要
報
告
に
よ
せ
て

　
一
」
歴
史
地
理
学
四
一
－
一
、
　
一
九
九
九
。
同
「
中
世
の
交
通
路
と
市
場
」

　
（
有
薗
正
…
郎
・
遠
藤
匡
俊
・
小
野
寺
淳
・
古
田
悦
造
・
溝
口
常
俊
・
吉
田
敏
弘

　
編
『
歴
史
地
理
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
㎞
古
今
書
院
、
二
〇
〇
一
）
。

④
　
前
掲
注
①
。

⑤
山
村
亜
希
［
中
世
都
市
の
空
間
構
造
と
空
間
認
識
」
（
仁
木
筋
群

　
前
近
代
都
市
論
の
射
程
一
月
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
）
。

⑥
伊
藤
毅
「
日
本
都
市
史
」
建
築
史
学
六
、
一
九
八
六
。

⑦
藤
田
裕
嗣
「
日
本
中
世
都
市
史
」
建
築
史
学
三
七
、
二
〇
〇
一
。

門
都
市
一
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五

申
世
都
市
研
究
に
お
け
る
空
間

（
1
）
　
封
建
都
市
論
と
戦
国
城
下
町

　
日
本
中
世
都
市
の
空
間
を
研
究
の
主
題
と
し
て
取
り
あ
げ
、
体
系
的
に
論
じ
た
研
究
は
、
文
献
史
学
の
原
田
伴
彦
を
噛
矢
と
す
る
。
戦
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

原
田
は
、
一
次
史
料
か
ら
網
羅
的
に
日
本
全
国
の
中
世
都
市
を
抽
出
し
、
門
前
町
、
港
町
、
宿
場
町
、
城
下
町
、
市
場
町
に
分
類
し
た
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
『
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

て
戦
後
の
『
日
本
封
建
都
市
研
究
駄

中
世
都
市
を
封
建
都
市
発
達
史
の
一
段
階
に
位
置
づ
け
る
視
点
を
強
化
さ
せ
た
。
豊
田
武
も
、
原
田
と
同
じ
視
点
か
ら
、
申
世
都
市
を
封
建
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

市
へ
の
過
渡
期
と
み
な
し
た
。
中
世
都
市
を
封
建
都
市
論
の
中
に
位
置
づ
け
る
小
野
や
豊
田
の
硬
究
視
角
は
、
五
〇
年
代
以
降
に
も
踏
襲
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
地
方
の
個
別
の
戦
国
城
下
町
を
対
象
と
し
た
事
例
研
究
が
進
展
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
後
、
室
町
期
の
守
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
⑦

所
・
守
護
城
下
町
と
い
っ
た
戦
国
城
下
町
以
外
の
城
下
町
を
積
極
的
に
見
出
す
松
山
宏
や
今
谷
明
の
研
究
も
み
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
自
由

　
　
⑧

都
市
論
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
京
都
・
堺
・
博
多
と
い
っ
た
中
世
後
期
の
大
都
市
を
主
た
る
対

象
と
し
て
い
た
自
由
都
市
論
は
、
全
体
と
し
て
空
間
形
態
へ
の
関
心
は
薄
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
前
の
中
世
都
市
研
究
を
、
空
間
分
析
を

含
む
研
究
に
限
定
す
れ
ば
、
そ
の
主
た
る
問
題
関
心
は
、
封
建
都
市
の
形
成
過
程
の
中
に
、
中
世
都
市
空
間
、
と
り
わ
け
戦
国
城
下
町
を
ど
の
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よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
段
階
で
復
原
さ
れ
た
空
間
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
田
伴
彦
は
、
諏
訪
門
前
な
ど
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

町
・
市
場
・
集
落
の
位
置
比
定
を
地
図
上
で
行
っ
て
お
り
、
先
駆
的
な
復
原
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
数
少
な
い
一
次
史
料
の
み
を

用
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
復
原
は
集
落
の
位
置
を
点
と
し
て
示
す
ス
ケ
ー
ル
に
と
ど
ま
り
、
街
路
や
地
割
形
態
を
問
題
と
す
る
大
縮
尺
で
の
空

間
復
原
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
原
田
以
降
の
戦
国
城
下
町
を
対
象
と
す
る
論
考
に
お
い
て
は
、
復
原
を
地
図
化
す
る
こ
と
も
稀
と
な
り
、
城
・

館
、
家
臣
屋
敷
、
町
・
市
の
位
置
を
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
に
文
章
で
記
述
す
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
復
原
を
地
図
化
す
る
場
合
で
も
、

都
布
空
間
全
体
に
お
け
る
構
成
要
素
の
相
対
的
位
置
を
模
式
図
と
し
て
示
す
に
留
ま
っ
た
。

　
こ
の
段
階
で
の
空
間
復
原
が
地
点
表
示
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
た
の
は
、
中
世
都
市
を
封
建
都
市
の
発
達
段
階
に
位
置
づ
け
る
指
標
と
し
て
、
以

下
の
二
点
を
措
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
盲
撃
空
間
全
体
に
お
け
る
諸
施
設
の
密
集
度
で
あ
り
、
第
二
に
、
城
館
、

家
臣
屋
敷
、
町
屋
の
相
対
的
位
置
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
原
田
は
、
復
原
を
通
じ
て
、
町
・
市
・
集
落
分
布
の
密
集
度
を
判
定
し
、
中
世
都
甫

の
形
態
に
は
・
覆
式
都
市
群
団
し
と
車
載
都
纂
団
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
や
単
式
都
市
門
下
」
と
は
・
数
個
の
集
落
が
広
範
囲
に

分
散
し
、
囲
郭
を
持
た
な
い
自
然
発
生
的
都
市
形
態
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
単
式
都
市
聚
団
」
と
は
集
落
が
～
体
の
も
の
と
し
て
囲
郭
内
に
集

中
す
る
計
画
都
市
形
態
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
中
世
都
市
の
大
部
分
は
前
者
の
形
態
を
と
る
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
原
田
は
、
農
村
か

ら
都
市
が
分
離
す
る
過
程
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
、
都
市
内
に
お
け
る
集
落
分
布
の
密
集
度
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国
城
下
町
研
究

に
お
い
て
は
、
封
建
領
主
と
民
衆
と
の
二
項
対
立
的
な
関
係
を
論
証
す
る
た
め
に
、
前
者
を
示
す
城
館
・
家
臣
屋
敷
と
後
者
を
示
す
町
場
と
が
、

近
接
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
分
離
し
て
い
る
の
か
、
混
在
し
て
い
る
の
か
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
た
。
都
市
空
間
全
体
の
中
で
、
城
館
、

家
臣
屋
敷
、
町
場
の
三
要
素
の
相
対
的
位
置
関
係
さ
え
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
封
建
都
市
と
し
て
の
成
熟
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
一
方
、
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
、
過
去
の
空
間
に
お
け
る
地
理
的
事
象
の
形
態
復
原
が
研
究
の
目
的
と
さ
れ
、
｝
九
六
〇
年

79　（79）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

代
以
降
に
は
、
藤
岡
謙
二
郎
に
よ
っ
て
、
複
数
の
時
期
に
お
け
る
景
観
を
復
原
し
、
そ
れ
ら
の
変
化
を
時
系
列
に
叙
述
す
る
景
観
変
遷
史
が
提

唱
さ
れ
た
結
果
、
道
路
・
諸
施
設
・
集
落
と
い
っ
た
空
間
構
成
要
素
の
形
態
を
面
的
に
復
原
す
る
景
観
論
と
呼
ば
れ
る
空
間
分
析
の
視
角
が
一

般
的
と
な
っ
て
い
た
。
景
観
論
の
延
長
上
に
は
、
都
市
内
部
の
諸
要
素
の
結
合
関
係
の
モ
デ
ル
化
や
、
さ
ら
に
広
域
の
都
市
群
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
け
る
都
市
相
互
の
機
能
を
論
じ
る
地
域
構
造
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
歴
史
地
理
学
が
中
世
都
市
研
究
に
お
け
る

地
点
表
示
レ
ベ
ル
の
空
間
復
原
に
満
足
せ
ず
、
そ
こ
に
景
観
論
の
視
点
と
方
法
を
導
入
し
て
地
域
構
造
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い

わ
ば
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。

　
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
、
中
世
都
市
を
対
象
と
し
て
、
景
観
論
・
地
域
構
造
論
の
視
点
か
ら
復
原
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
研
究
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

『
長
宗
我
部
地
検
帳
嫌
を
用
い
て
、
土
佐
の
戦
圏
城
下
町
に
お
け
る
武
家
屋
敷
・
市
屋
敷
の
配
置
を
復
原
し
た
松
本
豊
寿
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松

本
は
、
戦
国
城
下
町
に
お
い
て
は
、
申
世
豪
族
屋
敷
を
無
形
と
す
る
給
人
居
住
部
分
域
と
中
世
市
場
集
落
を
祖
形
と
す
る
市
町
地
域
と
い
う
二

つ
の
異
な
る
起
源
を
も
つ
地
域
が
、
強
権
的
に
結
合
さ
れ
た
も
の
の
、
一
般
的
に
接
合
は
ル
ー
ズ
で
、
｝
体
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
ま

た
、
都
市
的
発
展
を
み
せ
る
城
下
市
町
に
比
べ
て
、
給
人
居
住
域
は
未
だ
家
臣
の
城
下
集
住
が
徹
底
さ
れ
ず
、
屋
敷
の
散
在
す
る
農
村
的
景
観

で
あ
っ
た
と
す
る
。
松
本
は
戦
国
城
下
町
を
、
「
郷
村
的
城
下
町
」
と
「
半
都
市
的
城
下
町
」
の
段
階
に
分
け
、
市
町
の
商
工
業
者
が
領
主
権

力
に
直
接
掌
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
前
者
か
ら
後
者
へ
変
化
す
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
松
本
の
議
論
の
基
盤
と
な
っ
た
景
観
復
原
と
は
、

屋
敷
の
配
列
を
模
式
図
的
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
屋
敷
地
の
形
態
や
他
の
諸
施
設
と
の
位
置
関
係
を
、
現
実
の
地
図
上
で
示
す
試
み
は
な

さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
松
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
戦
国
城
下
町
の
地
域
構
造
論
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
林
健
太
郎
は
、
松
本
の
復
原
を
不
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
な
も
の
と
し
、
土
佐
の
城
下
市
町
を
対
象
と
し
て
景
観
復
原
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
方
法
は
、
地
検
帳
の
屋
敷
配
列
と
面
積
を
地
籍
図
や
地

形
図
と
対
照
さ
せ
、
集
落
形
態
を
地
割
レ
ベ
ル
か
ら
復
原
す
る
と
い
う
現
実
の
空
間
形
態
に
即
し
た
旦
一
体
的
で
大
縮
尺
の
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
で

あ
っ
た
。
小
林
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
復
原
し
た
城
下
市
町
の
集
落
形
態
を
類
型
化
し
、
長
宗
我
部
氏
の
権
力
の
増
大
に
伴
っ
て
、
領
国
内
に

お
け
る
城
下
市
町
の
経
済
機
能
も
高
ま
り
、
面
的
な
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
る
市
街
へ
と
発
展
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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松
本
、
小
林
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
封
建
都
市
論
を
前
提
と
し
、
封
建
都
市
の
成
立
過
程
に
戦
国
城
下
町
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
課
題
を
文

献
史
学
と
共
有
し
て
い
た
。
文
献
史
学
は
、
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
城
館
・
家
臣
屋
敷
・
町
場
の
三
要
素
の
位
置
比
定
と
い
う
方
法
を

用
い
た
が
、
松
本
と
小
林
は
、
当
時
歴
史
地
理
学
で
盛
ん
で
あ
っ
た
景
観
論
と
地
域
構
造
論
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
三
要
素
の
空
間

的
結
合
関
係
を
よ
り
詳
細
に
、
か
つ
実
証
的
に
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
問
題
設
定
の
分
野
を
超
え
た
共
有
は
、
都
市
空
間
の
変
容
過
程

と
都
市
内
部
の
地
域
構
造
の
解
明
と
い
う
歴
史
地
理
学
固
有
の
目
的
を
掲
げ
た
松
本
と
小
林
の
研
究
を
、
封
建
都
市
論
と
い
う
枠
組
内
に
限
定

す
る
結
果
を
招
い
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
空
間
そ
の
も
の
か
ら
、
独
自
の
都
市
像
な
い
し
都
市
理
解
を
演
繹
的
に
提
示
す
る
段
階
に
は
到
達
し

て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
～
九
七
〇
年
代
以
前
の
文
献
史
学
に
お
け
る
研
究
は
、
封
建
都
市
論
を
共
通
の
背
景
と
し
、
各
都
市
の
戦
国
城

下
町
か
ら
近
世
城
下
町
へ
の
発
達
度
を
判
定
す
る
た
め
に
、
城
館
、
武
家
屋
敷
、
町
場
と
い
う
三
つ
の
パ
ー
ツ
の
密
集
度
と
相
対
的
位
置
の
提

示
が
空
間
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
空
間
の
分
析
方
法
は
、
上
記
の
三
要
素
を
示
す
地
点
表
示
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
地
図
化
も
小
縮
尺
の

ス
ケ
ー
ル
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
歴
史
地
理
学
で
は
、
同
時
期
の
景
観
論
と
地
域
構
造
論
の
動
向
を
受
け
て
、
よ
り
大
縮
尺

の
都
市
内
部
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
、
城
下
町
構
成
要
素
の
形
態
を
地
図
化
す
る
研
究
が
な
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
歴
史
地
理
学
の
研
究
も
、
封
建

都
市
論
の
枠
内
で
の
空
間
解
釈
に
留
ま
り
、
空
間
は
三
要
素
の
相
対
的
位
置
関
係
と
い
う
模
式
図
的
な
説
明
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
た
。

（
2
）
　
網
野
善
彦
の
都
市
論

　
松
本
・
小
林
の
戦
国
城
下
町
の
復
原
は
、
い
ず
れ
も
土
佐
の
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
と
い
う
一
次
史
料
を
も
と
に
し
て
い
た
。
小
林
は
、
明

治
期
の
地
籍
図
を
も
加
え
て
復
原
を
行
っ
た
が
、
地
籍
図
は
地
検
帳
の
記
載
内
容
の
位
置
比
定
の
た
め
の
補
助
資
料
で
あ
っ
た
。
両
者
に
共
通

す
る
の
は
、
空
間
復
原
に
使
用
す
る
資
料
に
対
す
る
慎
重
な
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
次
資
料
に
立
脚
し
た
空
間
復
原
は
、
資

料
的
制
限
の
大
き
い
土
佐
以
外
の
地
域
で
は
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
松
本
の
研
究
に
お
い
て
も
、
土
佐
と
比
較
さ
れ
た
他
国
の
事
例
は
、
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相
変
わ
ら
ず
地
点
表
示
レ
ベ
ル
の
復
原
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
土
佐
と
同
じ
ス
ケ
ー
ル
の
復
原
に
よ
る
空
間
の
比
較
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
方
法
論
的
な
行
き
詰
ま
り
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
以
降
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
一
変
し
、
中
世
都
市
ブ
ー
ム
と
も
い
う
べ
き
学
際
研
究
の
隆
盛
期
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
火
付
け
役
で
、
牽
引
役
と
も
な
っ
た
の
が
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
に
発
表
さ
れ
た
網
野
善
彦
に
よ
る
一
連
の
都
市

⑮論
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
網
野
の
登
場
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
歴
史
学
に
お
け
る
社
会
史
の
進
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

網
野
は
、
申
世
社
会
に
お
い
て
は
、
非
農
業
民
が
日
本
列
島
に
お
い
て
活
発
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
、
非
農
業
民
の
流
動

的
な
活
動
の
結
節
点
を
中
世
に
お
け
る
「
都
市
的
な
場
」
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
「
都
市
的
な
場
」
と
は
、
領
主
権
力
の
封
建
的
支
配
の
及
ば

な
い
「
無
縁
」
の
特
質
を
帯
び
た
空
間
で
あ
り
、
「
無
縁
」
と
は
古
来
（
未
開
社
会
）
か
ら
の
根
強
い
慣
習
、
法
理
、
集
団
的
社
会
的
な
規
制
力

に
支
え
ら
れ
た
原
理
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
都
市
的
な
場
」
の
定
義
は
、
そ
れ
以
前
の
封
建
都
市
論
と
は
正
反
対
の
方
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
網
野
は
、
封
建
都
市
論
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
封
建
領
主
の
支
配
す
る
城
下
町
以
外
の
集
落
を
、
中
世
特
有
の
都
市
で
あ
る

と
し
て
積
極
的
に
認
定
し
た
。
こ
の
網
野
都
市
論
に
よ
り
、
原
田
以
来
の
長
き
に
わ
た
る
封
建
都
市
論
の
枠
組
か
ら
脱
し
て
、
中
世
都
市
の
空

間
を
解
釈
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
網
野
は
、
「
無
縁
」
の
特
質
は
、
市
、
中
洲
、
河
原
、
野
山
、
関
、
泊
、
津
、
渡
、
道
路
と
い
っ
た
境
界
的
な
空
間
に
特
徴
的
に
現
れ
る
と

し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
立
地
す
る
多
く
の
集
落
が
、
中
世
都
市
研
究
の
分
析
の
狙
上
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集

落
に
つ
い
て
、
空
間
を
復
原
す
る
に
十
分
な
一
次
史
料
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
然
的
に
、
一
次
史
料
だ
け
で
な

く
、
近
世
地
誌
や
近
世
絵
図
、
地
名
、
伝
承
、
石
造
物
と
い
っ
た
二
次
史
料
や
文
字
以
外
の
資
料
も
積
極
的
に
復
原
の
た
め
の
資
料
と
し
て
採

用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
時
期
の
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
影
響
も
あ
っ
て
、
地
方
都
市
に
お
い
て
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑱

再
開
発
に
関
わ
る
発
掘
調
査
が
増
大
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
鎌
倉
や
草
戸
千
軒
、
一
乗
谷
と
い
っ
た
中
世
都
市
遺
跡
で
発
掘

調
査
が
大
き
く
進
展
し
、
文
字
史
料
か
ら
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
新
事
実
が
次
々
と
考
古
学
か
ら
提
示
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
時
代
の
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文
字
史
料
に
固
執
し
な
い
景
観
復
原
の
方
法
の
普
及
を
促
進
し
た
。
こ
の
研
究
段
階
に
お
い
て
対
象
と
さ
れ
た
都
市
は
、
上
記
の
発
掘
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
⑳

進
ん
だ
都
市
遺
跡
に
加
え
て
、
博
多
、
多
賀
城
・
松
島
、
遠
江
国
府
な
ど
、
流
通
の
拠
点
と
な
っ
た
都
市
や
古
代
か
ら
の
系
譜
を
も
つ
都
市
も

多
く
、
封
建
都
市
論
段
階
と
は
対
照
的
に
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
都
市
も
、
中
世
都
市
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
現
代
の
開
発
や
文
化
財
行
政
と
不
可
分
な
発
掘
調
査
に
よ
る
め
ざ
ま
し
い
成
果
は
、
社
会
的
に
も
中
世
都
市
遺
跡
の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
網
野
や
石
井
進
ら
を
中
心
と
し
て
、
文
献
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
に
よ
る
共
同
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
成
果
は
多
く
の
研
究
書
の
刊
行
、
中
世
都
市
研
究
会
や
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
に
お
け
る
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

講
演
会
の
開
催
に
よ
っ
て
、
学
会
内
の
み
な
ら
ず
一
般
社
会
に
も
広
く
公
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
学
際
研
究
を
通
じ
て
、
文
献
史

学
の
理
論
と
考
古
学
に
よ
る
発
掘
調
査
成
果
は
、
相
互
補
完
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
網
野
が
見
出
し
た
数
多
く
の
中
世
都
市
と
そ
の
「
無
縁
」

性
が
、
現
実
に
目
に
見
え
る
具
体
的
な
空
間
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
を
中
世
都
市
論
の
学
際
研
究
の
萌
芽

期
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
研
究
段
階
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
空
間
が
中
世
都
市
に
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
網
野
都
市
論
に
お
い
て
、
中
世

に
お
け
る
「
都
市
的
な
場
」
を
判
定
す
る
条
件
と
し
て
は
、
そ
の
場
所
が
、
「
無
縁
」
性
を
帯
び
た
非
農
業
民
の
担
う
経
済
機
能
や
流
通
の
結

節
機
能
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、
町
屋
や
交
易
管
理
者
・
有
力
者
の
館
な
ど

の
経
済
施
設
が
一
定
程
度
集
中
す
る
空
間
形
態
、
な
い
し
交
易
を
行
う
市
庭
や
港
湾
施
設
を
備
え
た
景
観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
多
様
な
資
料
を
総
合
し
て
諸
施
設
の
位
置
比
定
が
行
わ
れ
た
が
、
中
で
も
重
視
さ
れ
た
復
原
資
料
は
、
考
古
学
の
発
掘
調

査
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
文
献
史
料
に
よ
る
位
置
比
定
と
い
う
点
デ
ー
タ
と
、
考
古
学
の
遺
構
と
い
う
小
規
模
な
面
デ
ー
タ
を
組
み
合

わ
せ
て
、
都
市
空
間
全
域
の
復
原
図
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
点
と
小
規
模
な
面
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
い
ず
れ
の
資
料
か
ら
も
確
認
で
き

な
い
「
空
白
地
」
が
残
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
都
市
空
間
全
域
を
同
レ
ベ
ル
の
資
料
を
同
じ
方
法
論
を
用
い
て
均
質
に
復
原
す
る
こ
と
は
現
実
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的
に
は
難
し
い
。
こ
の
と
き
、
都
市
空
聞
全
体
の
説
明
の
た
め
に
、
領
主
権
力
の
支
配
の
強
い
「
中
心
」
領
域
と
、
網
野
の
指
摘
す
る
「
無

縁
」
の
論
理
の
卓
越
す
る
「
周
縁
」
空
間
と
か
ら
成
る
同
心
円
構
造
と
い
う
、
模
式
図
的
で
や
や
抽
象
的
な
民
俗
学
的
空
間
理
解
が
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
世
都
市
空
間
は
、
発
掘
調
査
で
裏
付
け
ら
れ
る
部
分
は
、
個
別
の
遺
構
を
問
題
と
す
る
ミ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル

で
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
復
原
・
把
握
さ
れ
る
の
に
対
し
、
都
市
空
間
全
域
を
見
通
す
マ
ク
ロ
な
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
抽
象
的
か
つ
模
式
図
的
な
レ

ベ
ル
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
研
究
段
階
で
の
都
市
空
間
に
は
、
そ
こ
が
「
都
市
」
な
い
し
「
都
市
的
な
場
」
と
し
て
認
定
す
る
に
十
分
な
属
性
を
備
え
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
封
建
都
市
論
段
階
と
比
較
す
る
と
、
空
間
を
類
型
化
し
、
都
市
の
発
達
段
階
と
い
っ
た
時
期
差
や
変
遷
を
積
極

的
に
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
都
市
空
間
構
造
の
復
原
と
説
明
が
や
や
静
態
的
に
な
る
傾
向
に
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
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（
3
）
　
申
世
国
府
・
府
中

　
網
野
善
彦
の
都
市
論
の
登
場
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
主
と
し
て
文
献
史
学
に
お
い
て
、
研
究
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
中
世
前
期
の

地
方
政
治
都
市
の
国
府
な
い
し
府
中
で
あ
る
。
中
世
国
府
・
府
中
が
都
市
と
し
て
注
目
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
文
献
史
学
に
お
け
る
荘
園
公

領
藩
論
の
高
ま
り
が
あ
る
。
中
世
国
府
・
府
中
は
、
荘
園
公
領
制
と
い
う
社
会
構
造
の
中
で
、
各
地
に
展
開
す
る
広
大
な
公
領
と
京
都
・
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
を
結
ぶ
政
治
・
経
済
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
た
都
市
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
中
世
国
府
・
府
中
は
、
荘
園
公
領
制
と
い
う

中
世
的
な
社
会
構
造
に
対
応
す
べ
く
、
古
代
国
府
の
再
編
を
経
て
成
立
し
た
都
市
で
あ
り
、
国
衙
を
統
制
す
る
在
地
領
主
の
支
配
が
強
く
及
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
は
空
間
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
川
信
は
、
中
世
国
衙
を
統
制
す
る
領
主
権
力
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

形
態
が
国
府
の
空
間
構
成
に
反
映
し
た
と
考
え
、
府
中
を
中
世
の
領
主
制
形
成
に
対
応
す
る
一
国
支
配
の
新
し
い
中
心
領
域
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
た
、
権
力
に
よ
る
行
政
単
位
に
基
づ
く
空
間
編
成
や
都
市
法
の
発
布
を
経
た
都
市
領
域
と
し
て
、
国
府
・
府
中
を
と
ら
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
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こ
の
見
解
も
在
地
領
主
の
国
府
空
間
に
対
す
る
影
響
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
～
方
で
、
在
地
領
主
以
外
の
都
世
理
に
よ
る
空
間
形
成
を
評
価
す
る
見
方
も
あ
る
。
義
江
彰
夫
は
、
国
府
に
国
衙
在
庁
官
人
が
全
面
的
に
掌

握
し
た
排
他
的
一
円
領
域
を
想
定
す
る
が
、
そ
の
縁
辺
に
は
在
庁
名
や
細
工
名
、
市
・
津
・
泊
が
展
開
す
る
と
し
、
縁
辺
部
の
都
市
民
の
自
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
っ
て
、
国
府
の
都
市
構
造
が
変
化
す
る
事
例
を
指
摘
し
た
。
斉
藤
利
男
。
は
、
国
府
の
周
縁
に
あ
る
都
鄙
問
交
通
の
結
節
点
に
、
経
済
活
動

を
行
う
都
市
民
が
集
い
、
領
主
は
府
中
の
内
部
に
こ
の
よ
う
な
空
間
を
包
摂
し
な
が
ら
も
、
中
世
を
通
じ
て
完
全
な
支
配
下
に
お
く
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
な
か
っ
た
と
す
る
。

　
斉
藤
は
、
こ
の
よ
う
な
在
地
領
主
と
都
市
民
の
存
在
形
態
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
中
世
国
府
・
府
中
の
空
間
を
復
原
し
、
官
衙
・
居
館
地
区

を
中
心
と
し
、
そ
の
周
辺
に
分
散
す
る
宿
・
市
・
津
が
大
路
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
複
数
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、
複
合
的
・
分
散
的
な
景
観
を
提

　
　
⑳

示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
領
主
権
力
の
空
間
統
制
力
が
卓
越
す
る
「
中
心
」
と
、
領
主
支
配
か
ら
＝
疋
の
自
由
を
獲
得
し
た
都
市
民
の
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
周
縁
」
と
い
う
二
重
の
構
造
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
想
定
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
マ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
で
の
抽
象
的
・
模
式
図
的
な
空
間

構
造
理
解
も
影
響
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
前
者
の
空
間
は
、
諸
施
設
や
市
・
津
の
分
布
と
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
道
路
と
い
う
具
体
的
な
都
市
空
間
構
成
要
素
の
位
置
比

定
に
基
づ
い
た
空
間
形
態
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
の
空
間
は
、
領
主
権
力
の
支
配
統
制
の
度
合
を
指
標
と
し
て
分
類
さ
れ
た
、
よ
り

抽
象
化
さ
れ
た
空
間
領
域
を
指
す
。
両
者
は
空
間
の
抽
象
度
が
異
な
る
見
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
差
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
意

識
さ
れ
て
こ
ず
、
現
実
の
可
視
的
な
景
観
を
説
明
す
る
見
解
と
し
て
訓
説
が
併
存
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
筆
者
は
、
前
者
を
現
実
の

形
態
・
機
能
か
ら
成
る
空
間
構
造
と
し
て
、
後
者
を
領
主
権
力
の
空
間
認
識
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
を
通
じ
て
、
空
間
概
念
の
整
理
を
試
み
た

　
　
　
　
⑳

こ
と
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
早
世
国
府
・
府
中
の
空
間
に
つ
い
て
は
、
荘
園
公
領
制
論
を
背
景
と
し
て
、
在
地
領
主
の
支
配
が
卓
越
す
る
領
域
と
都
市

民
の
集
散
す
る
市
・
津
・
泊
と
が
併
存
す
る
景
観
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
空
間
は
、
諸
施
設
の
旦
ハ
体
的
な
位
置
比
定
と
い
う
方
法
に
よ
っ
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て
復
原
さ
れ
る
と
、
複
合
的
・
分
散
的
な
空
間
構
造
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
一
方
、
在
地
権
力
の
支
配
領
域
と
い
う
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
理
解

さ
れ
る
と
、
「
中
心
」
－
「
周
縁
」
と
い
う
同
心
円
的
構
造
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
理
解
に
お
い
て
、

複
合
・
分
散
説
と
、
「
中
心
」
一
「
周
縁
」
説
と
い
う
空
間
の
抽
象
度
の
異
な
る
二
つ
の
見
解
が
併
存
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
後
者
に
関
し
て
は
、
私
見
で
は
、
、
在
地
領
主
の
空
間
認
識
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
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（
4
）
　
中
近
世
移
行
期
都
市
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
封
建
都
市
論
と
い
う
後
ろ
盾
を
弱
め
た
戦
国
城
下
町
研
究
は
、
～
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
小
島
道
裕
の
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
に

よ
っ
て
新
段
階
を
迎
え
た
。
小
島
は
、
戦
国
期
城
下
町
を
、
戦
国
大
名
の
強
い
支
配
の
及
ぶ
館
・
家
臣
屋
敷
・
直
属
商
工
業
者
の
屋
敷
地
か
ら

成
る
空
間
と
、
．
戦
国
大
名
か
ら
一
定
の
自
由
を
獲
得
し
た
市
場
・
町
空
間
と
が
併
存
す
る
二
元
的
な
空
間
構
造
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、

織
田
信
長
の
安
土
城
下
町
建
設
以
降
、
戦
国
期
城
下
町
の
二
元
構
造
は
否
定
さ
れ
、
統
一
権
力
に
よ
っ
て
空
間
を
一
元
化
さ
れ
た
統
一
的
・
画

一
的
な
織
豊
期
城
下
町
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
る
明
快
な
変
遷
過
程
を
主
張
し
た
。

　
小
島
の
見
解
を
ふ
ま
え
た
考
古
学
の
前
川
要
は
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
の
空
間
の
変
遷
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
、
長
方
形
街
区
と
短
冊
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

地
割
の
セ
ッ
ト
の
出
現
を
織
豊
期
城
下
町
成
立
の
指
標
と
し
て
見
出
し
た
。
城
郭
史
学
の
千
田
嘉
博
は
、
一
六
世
紀
第
二
四
半
期
頃
に
山
城
に

軍
事
・
政
庁
機
能
が
集
中
す
る
戦
国
期
拠
点
城
郭
が
誕
生
す
る
こ
と
や
、
織
豊
期
城
下
町
の
中
核
を
な
す
城
郭
が
外
枡
形
虎
口
の
出
現
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
島
・
前
川
・
千
田
の
研
究
に
お
い
て
は
、
二
元
的
な
空
間
構
造
で
あ
っ
た
戦
国
期
城
下

町
を
＝
兀
的
・
求
心
的
な
構
造
へ
と
大
き
く
転
換
さ
せ
た
織
豊
期
城
郭
・
城
下
町
の
画
期
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
地
方
に
伝
播
し
、
全
国
で

同
一
の
形
態
が
模
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
小
島
ら
の
戦
国
期
城
下
町
論
は
、
そ
の
系
譜
を
辿
る
方
向
へ
も
深
化
し
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
守
護
所
・
守
護
城
下
町
に
も
目
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
封
建
都
市
論
段
階
の
松
山
宏
・
今
谷
明
の
研
究
と
比
べ
て
、
こ
の
段
階
の
守
護
所
・
守
護
城
下
町
研
究
に
お
い
て
は
、
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具
体
的
な
都
市
内
部
空
間
ス
ケ
ー
ル
の
景
観
復
原
が
進
み
、
守
護
所
・
守
護
城
下
町
は
、
守
護
館
を
中
心
と
し
た
方
形
館
の
集
合
体
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

構
成
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
近
年
は
、
さ
ら
に
発
掘
調
査
が
進
展
し
、
よ
り
詳
細
な
景
観
復
原
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

守
護
城
下
町
か
ら
戦
国
期
城
下
町
へ
の
空
間
変
遷
モ
デ
ル
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
守
護
城
下
町
が
複
数
の
直
線
道
か
ら
街
区
が
構
成
さ
れ
る
「
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

形
・
方
格
プ
ラ
ン
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
実
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
小
島
ら
の
提
示
し
た
二
元
か
ら
＝
兀
へ
と
い
う
城
下
町
の
単
線
的
な
発
展
段
階
説
に
対
し
て
は
、
様
々
な
批
判
も
あ
る
。
蓮
村
高
男
は
、
東

国
の
戦
国
期
城
下
町
の
事
例
を
ふ
ま
え
、
戦
国
期
城
下
町
は
広
い
範
囲
に
分
散
す
る
都
市
構
成
要
素
が
ル
ー
ス
に
統
合
さ
れ
た
多
元
的
な
空
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

構
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
近
年
の
発
掘
調
査
事
例
を
ふ
ま
え
た
仁
木
宏
は
、
戦
国
期
城
下
町
の
空
間
構
造
を
小
島
ら
が
想
定
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

う
な
；
兀
論
で
は
説
明
で
き
な
い
地
域
も
多
く
、
多
様
性
こ
そ
が
こ
の
時
期
の
空
間
構
造
の
特
徴
で
あ
る
と
す
る
。
福
島
克
彦
は
、
織
豊
系
城

郭
・
城
下
町
が
全
国
一
律
に
画
～
的
・
一
元
的
な
空
間
構
造
を
形
成
し
た
と
す
る
見
解
に
対
し
、
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
受
容
の
実
態
は
異
な

　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
玉
井
哲
雄
や
伊
藤
裕
久
、
仁
木
宏
は
、
畿
内
寺
内
町
に
お
け
る
住
民
に
よ
る
都
市
建
設
の
手
法
や
志
向
が
織
豊

期
城
下
町
に
与
え
た
影
響
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
城
下
町
研
究
は
、
同
時
期
の
寺
内
町
な
ど
そ
の
他
の
集
落
構
造
と
の
関
連
を

ふ
ま
え
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
は
、
寺
内
町
や
地
域
の
集
落
の
空
間

構
造
も
含
め
て
幅
広
い
視
点
か
ら
都
市
空
間
の
変
遷
過
程
を
動
態
的
に
把
握
す
る
中
近
世
移
行
期
都
市
研
究
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ

う
。　

中
近
世
移
行
期
都
市
論
に
特
徴
的
な
の
が
、
景
観
復
原
の
方
法
で
あ
る
。
既
に
網
野
都
市
二
段
階
で
、
同
時
代
の
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
、

発
掘
調
査
の
成
果
や
伝
承
、
地
名
、
近
世
地
誌
・
絵
図
と
い
っ
た
様
々
な
資
料
を
総
合
的
に
用
い
て
、
都
市
構
成
要
素
の
位
置
比
定
が
行
わ
れ

る
学
際
的
手
法
が
定
着
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
中
近
世
移
行
期
都
市
論
段
階
で
は
、
近
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
を
積
極
的
に
利
用
し
た

　
　
　
　
　
　
⑬

点
が
特
筆
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
の
多
く
は
、
市
街
地
開
発
や
建
替
に
伴
う
面
積
の
狭
い
小
規
模
な
調
査
で
あ
り
、
城
下
空
間
全
体
の
中
で
調
査

地
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
空
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
推
定
す
る
た
め
に
、
地
籍
図
は
有
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⑭

効
な
資
料
と
し
て
、
積
極
的
に
復
原
に
利
用
さ
れ
た
。

　
地
籍
図
は
ほ
ぼ
全
国
的
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
点
で
汎
用
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
た
め
、
地
籍
図
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
発
掘
調
査
の
有
無

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
例
と
す
る
城
下
町
を
選
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
籍
図
を
用
い
て
地
割
の
形
態
分
析
を
行

う
こ
と
で
、
城
館
の
み
な
ら
ず
、
武
家
屋
敷
、
町
、
惣
構
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
構
成
要
素
の
空
間
が
復
原
さ
れ
た
。
地
籍
図
と
い
う
地
図
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

料
か
ら
、
城
下
町
の
空
間
構
造
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
面
と
し
て
の
空
間
を
復
原
で
き
る
と
い
う
点
で
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
復

原
方
法
は
、
他
の
中
近
世
移
行
期
都
市
に
も
応
用
可
能
な
方
法
で
あ
り
、
そ
の
後
の
事
例
研
究
の
促
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
中
近
世
移
行
期
都
市
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
大
き
な
転
換
を
遂
げ
た
空
間
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
政
治
・

社
会
・
宗
教
・
経
済
講
造
の
変
化
を
説
明
す
る
こ
と
が
最
大
の
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
封
建
都
市
論
段
階
の
よ
う
に
、
館
・
武
家

屋
敷
・
町
の
三
要
素
の
相
対
的
位
置
関
係
と
凝
集
度
の
み
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
城
郭
・
道
路
・
惣
構
・
河
川
と
い

っ
た
都
市
構
成
要
素
の
都
市
空
間
全
体
に
占
め
る
位
置
と
形
態
パ
タ
ー
ン
の
復
原
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
ら
の
有
機
的
結
合
関
係
と
そ
の
変
遷
を

検
討
す
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
よ
り
包
括
的
な
景
観
復
原
を
行
う
た
め
に
、
網
野
都
市
論
段
階
以
降
の
資
料
の

総
合
化
と
い
う
方
法
を
用
い
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
地
籍
図
と
い
う
空
間
情
報
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
こ
で
復
原
さ
れ
た
空
間
は
、
地
籍
図
や
都

市
計
画
図
を
ベ
ー
ス
と
し
た
大
縮
尺
の
地
図
上
で
示
さ
れ
る
現
実
に
即
し
た
具
体
的
な
空
間
形
態
で
あ
り
、
そ
の
事
例
の
蓄
積
の
上
に
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
中
近
世
移
行
期
都
市
論
は
、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
と
い
う
比
較
的
短
い
ス
パ
ン
に
お
け
る
都
市

の
変
遷
過
程
を
問
題
と
す
る
動
態
的
な
分
析
で
あ
る
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。
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（
5
）
　
都
市
空
間
史
に
お
け
る
空
間
モ
デ
ル
の
構
築

　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
研
究
を
経
て
、
多
く
の
中
世
都
市
の
空
間
が
復
原
さ
れ
、
事
例
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
世

国
府
・
府
中
に
つ
い
て
斉
藤
利
男
が
、
戦
国
期
城
下
町
に
つ
い
て
市
村
高
男
や
仁
木
宏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
世
都
市
空
間
の
特
徴
は
多
元
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性
に
あ
る
。
こ
の
多
元
的
な
空
間
を
比
較
し
、
中
世
を
通
じ
て
統
一
的
に
説
明
す
る
見
解
の
提
示
は
、
か
え
っ
て
困
難
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
中
世
国
府
・
府
中
や
、
中
近
世
移
行
期
都
市
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
空
間
構
造
の
模
式
的
理
解
が
な
さ
れ
て
も
、
両
者
を
連
続
し
て
、

中
世
都
市
空
間
の
通
史
を
叙
述
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
中
世
都
市
空
間
を
通
史
的
に
説
明
す
る
概
念
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
提
示
さ
れ
た
の
が
、
伊
藤

毅
に
よ
る
「
境
内
」
と
匝
と
い
三
間
モ
デ
ル
で
あ
如
・
厚
内
」
は
・
霧
や
武
家
権
門
と
い
・
た
中
核
と
な
る
葉
を
も
ち
・
核

を
中
心
と
し
た
同
心
円
状
の
「
面
」
集
合
を
形
成
し
、
重
層
的
・
求
心
的
・
閉
鎖
的
な
空
間
を
構
成
す
る
と
い
う
。
一
方
、
「
町
」
は
、
原
則

と
し
て
核
を
持
た
ず
、
道
を
中
心
と
し
た
「
線
形
」
の
集
合
形
態
と
な
り
、
道
に
沿
っ
て
、
比
較
的
均
等
な
単
位
が
連
続
す
る
開
放
的
な
空
間

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
境
内
」
が
一
円
性
を
主
張
す
る
論
理
を
持
ち
、
定
着
す
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
「
町
」
は
「
境
内
」
に
と
っ

て
境
界
と
な
る
性
格
を
有
し
、
流
動
的
な
集
合
体
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
伊
藤
は
、
多
元
的
で
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
中
世
都
市
空
間
を
、

「
境
内
」
と
「
町
」
と
い
う
二
つ
の
特
徴
的
な
空
間
概
念
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
統
一
的
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
伊
藤
の
空
間
モ
デ
ル
に

よ
る
都
市
空
間
の
解
釈
は
、
現
在
で
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
伊
藤
の
議
論
を
発
展
さ
せ
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
都
市
空
間
の
歴
史
を
、
「
境
内
」
と
「
町
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
総
括
し
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

『
図
集
　
日
本
都
市
史
』
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
境
内
」
系
都
市
と
し
て
古
代
都
城
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
城
が
崩
壊
し
中
世
都
布
が
形

成
さ
れ
る
過
程
が
「
境
内
」
か
ら
「
町
」
の
誕
生
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
申
世
都
市
は
、
「
境
内
」
と
「
町
」
と
が
多
様
な
形
態
で
結
び
つ
い

た
多
核
複
合
的
な
空
間
で
あ
る
が
、
「
境
内
」
の
中
に
「
町
」
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
く
誕
生
し
た
の
が
近
世
城
下
町
で
あ
る
と
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
宮
本
雅
明
は
、
伊
藤
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
近
世
城
下
町
の
成
立
過
程
を
跡
づ
け
た
。
宮
本
は
、
公
権
力
に
よ
っ
て
中
世
都
市
の
多
元
的
な

空
間
が
解
体
・
再
編
さ
れ
、
惣
溝
や
町
か
ら
城
郭
を
見
通
す
ヴ
ィ
ス
タ
の
設
定
に
よ
っ
て
、
～
元
的
な
公
権
力
の
求
心
性
を
志
向
す
る
惣
郭
型

の
近
世
城
下
町
が
成
立
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
城
下
町
で
は
、
求
心
化
か
ら
の
脱
却
が
進
行
し
、
開
放
的
で
均
質
性
を
志
向
す
る
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マ
チ
空
間
が
発
展
し
、
町
郭
外
型
の
城
下
町
へ
と
展
開
し
た
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
を
伊
藤
の
概
念
を
用
い
て
説
明
し
、
惣
郭
型

城
下
町
の
形
成
と
は
、
寺
社
・
城
館
の
小
「
境
内
」
に
捕
捉
さ
れ
て
い
た
「
町
」
を
「
境
内
」
か
ら
開
放
し
、
城
を
核
と
し
た
単
一
の
大
「
境

内
」
へ
「
町
」
を
統
合
す
る
過
程
で
あ
る
と
し
、
町
郭
外
型
城
下
町
の
形
成
を
、
城
の
「
境
内
」
か
ら
「
町
」
が
解
放
さ
れ
る
過
程
、
も
し
く

は
「
境
内
」
か
ら
「
町
」
が
脱
却
す
る
過
程
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。

　
都
市
空
間
史
段
階
に
お
け
る
、
「
境
内
」
と
「
町
」
と
い
う
二
つ
の
空
間
モ
デ
ル
で
、
多
元
性
を
特
徴
と
す
る
中
世
都
市
空
間
を
読
み
解
く

ユ
ニ
ー
ク
な
視
角
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
ど
の
研
究
段
階
よ
り
も
空
間
を
抽
象
化
し
て
い
る
。
「
境
内
」
と
「
町
」
と
い
う
二
つ
の
空

間
モ
デ
ル
は
、
町
屋
の
表
層
と
い
う
ミ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
的
現
象
か
ら
、
都
市
内
部
空
間
と
い
う
マ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
ま
で
を
説
明

可
能
と
す
る
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
伸
縮
可
能
な
概
念
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
比
較
や
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
手
法
に
よ
っ
て
、
空
間
が
解

釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
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（
6
）
　
空
間
概
念
の
相
違
と
問
題
点

　
以
上
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
中
世
都
市
研
究
史
に
お
い
て
は
、
同
じ
空
間
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
段
階
に

お
け
る
問
題
設
定
に
応
じ
て
、
異
な
る
空
華
分
析
の
方
法
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
復
原
さ
れ
た
空
間
の
構
成
要
素
、
ス
ケ
ー
ル
と
抽
象
度
が
研

究
段
階
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
網
野
都
市
論
や
中
世
国
府
・
府
中
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
中
世
前
期

都
市
の
空
間
と
、
封
建
都
市
論
や
中
近
世
移
行
期
都
市
論
に
よ
っ
て
考
察
の
進
ん
だ
戦
国
・
織
豊
期
の
城
下
町
の
空
間
と
は
、
分
析
方
法
が
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
復
原
さ
れ
た
空
間
の
構
成
要
素
や
ス
ケ
ー
ル
が
合
致
し
な
い
。
ま
た
、
中
世
国
府
・
府
中
に
お
け
る
「
中
心
」
1
「
周

縁
」
か
ら
成
る
同
心
円
的
構
造
と
都
市
空
間
史
の
「
境
内
」
－
「
町
」
の
空
間
モ
デ
ル
と
は
厳
密
に
は
対
応
せ
ず
、
抽
象
度
な
い
し
抽
象
化
の

方
法
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
空
間
に
対
す
る
研
究
視
角
の
差
に
起
因
す
る
空
間
概
念
の
栢
違
は
、
ど
う
い
つ
だ
問
題
を

招
来
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。



日本中世都市の空間とその研究視角（山村）

　
こ
こ
で
は
、
現
在
の
中
世
都
市
研
究
の
う
ち
、
空
間
に
着
目
す
る
研
究
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
中
近
世
移
行
期
都
市
論
と
都
市
空
間
史
研
究

に
お
け
る
空
間
概
念
の
相
違
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
中
近
世
移
行
期
都
市
論
に
お
い
て
は
、
都
市
内
部
空
間
を

「
面
」
と
し
て
捉
え
、
地
図
資
料
を
含
め
た
資
料
の
総
合
化
に
よ
っ
て
、
大
縮
尺
の
地
図
に
図
化
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
、
空
間
形
態
の
復
原
が

精
緻
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
復
原
さ
れ
た
諸
施
設
・
道
路
等
の
有
機
的
結
合
関
係
の
検
討
を
通
じ
て
、
空
間
構
造
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

中
近
世
移
行
期
都
市
論
は
、
具
体
的
な
空
間
形
態
・
機
能
の
復
原
に
よ
っ
て
都
市
空
間
構
造
を
示
す
方
向
に
向
か
う
分
析
の
到
達
点
で
あ
る
と

評
価
で
き
る
。

　
一
方
で
、
都
市
空
間
史
研
究
で
は
、
「
境
内
」
1
「
町
」
と
い
う
空
間
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
空
間
モ
デ
ル
は
、
多
様
な
空

間
・
社
会
の
要
素
を
、
「
境
内
」
な
い
し
「
町
」
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
す
る
こ
と
で
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
に
至
る
ま
で
、

時
間
と
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
て
、
都
市
空
間
を
二
つ
の
空
間
モ
デ
ル
の
多
様
な
結
び
つ
き
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
説
明
す
る
。
都
市
空
間
を
抽
象
的

レ
ベ
ル
で
把
握
し
解
釈
す
る
方
向
の
研
究
の
到
達
点
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
研
究
動
向
は
、
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
の
方
向
へ
そ
れ
ぞ
れ
進
化
し
て
い
る
と
雷
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
者
の
抽
象
的

な
空
間
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
前
者
の
具
体
的
な
空
間
形
態
・
機
能
を
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
そ
う
い
っ
た
研
究
も
み
ら
れ
る
。
し

か
し
、
抽
象
度
の
高
い
モ
デ
ル
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
デ
ル
か
ら
捨
象
さ
れ
る
空
間
形
態
・
機
能
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。

そ
れ
は
、
そ
の
空
曹
形
態
・
機
能
を
規
定
す
る
地
域
の
社
会
構
造
の
一
部
を
捨
象
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
近
世

移
行
期
都
市
論
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
空
間
形
態
・
機
能
を
産
み
出
し
た
地
域
固
有
の
社
会
構
造
の
解
明
が
研
究
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り
、

抽
象
化
の
進
ん
だ
モ
デ
ル
の
無
限
定
な
援
用
は
、
そ
の
よ
う
な
目
的
へ
の
直
接
の
貢
献
に
は
な
り
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
研
究
段
階
に

お
け
る
空
間
概
念
の
相
違
は
、
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
か
、
認
識
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
論
理
的
に
接
合
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
別
々
の
方
向
へ
進
化
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
特
定
の
問
題
設
定
の
枠
内
で
の
議
論
に
合

わ
せ
て
、
そ
の
「
副
産
物
」
と
し
て
復
原
さ
れ
た
空
間
は
、
別
の
問
題
設
定
を
担
っ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
無
批
判
に
利
用
す
る
こ
と
は
危
険
で

91（9ユ）



あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
前
節
ま
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
中
世
都
市
研
究
に
お
い
て
は
、
学
際
研
究
を
盛
ん
に
行
う
中
で
、
特
定
の
問
題
設
定
が
、
学
問

分
野
の
垣
根
を
超
え
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
問
題
設
定
に
即
し
た
空
間
が
模
索
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
，

問
題
設
定
の
背
景
と
な
っ
た
社
会
構
造
論
を
説
明
す
る
た
め
に
適
合
的
な
空
間
復
原
が
目
さ
れ
て
き
た
と
も
雷
え
る
。
社
会
構
造
論
を
研
究
動

機
と
せ
ず
、
純
粋
に
空
間
形
態
と
機
能
の
復
原
の
み
の
空
間
分
析
を
実
証
的
に
行
う
研
究
は
、
問
題
設
定
の
積
極
的
な
共
有
を
行
う
学
際
研
究

で
は
少
な
い
。
む
し
ろ
、
空
間
形
態
と
機
能
の
復
原
に
終
始
す
る
研
究
は
、
空
間
に
固
執
し
、
そ
の
類
型
化
を
自
己
目
的
化
し
て
い
る
と
し
て

批
判
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
は
、
中
世
都
市
研
究
が
、
空
間
と
社
会
を
ほ
ぼ
同
義
の
も
の
と
し
、
両
者
の
差
異
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
把

握
す
る
姿
勢
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
学
際
研
究
に
お
い
て
は
、
特
定
の
研
究
段
階
の
枠
を
超
え
て
、
既
存
の
研
究
成
果
で
あ
る
空
聞
構
造
を
集
成
し

て
、
中
世
都
市
空
間
の
類
型
化
と
中
世
を
通
じ
た
そ
の
変
化
を
描
き
出
す
こ
と
は
、
事
例
慨
究
の
蓄
積
の
厚
さ
に
比
し
て
、
思
い
の
外
難
し
い

こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
封
建
都
市
研
究
は
戦
国
期
を
、
国
府
・
府
中
研
究
で
は
中
世
前
期
逢
主
た
る
研
究
対
象
時
期
に
設
定
し
て
い
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
段
階
に
お
い
て
、
対
象
時
期
が
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
中
世
を
通
じ
た
都
市
空

間
構
造
の
総
括
を
行
う
と
き
、
時
期
の
異
な
る
空
間
研
究
の
成
果
を
単
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
だ
け
で
は
、
復
原
レ
ベ
ル
や
抽
象
度
・
ス
ケ
ー
ル

の
の
異
な
る
空
間
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
現
在
の
中
世
都
宿
空
間
研
究
に
内
在
す
る
問
題
点
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
空
間

概
念
の
精
査
と
峻
別
を
行
っ
た
上
で
、
異
な
る
空
間
概
念
が
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
に
あ
る
か
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
空
間
に

は
、
ス
ケ
ー
ル
、
形
態
、
機
能
、
構
造
と
い
っ
た
多
様
な
位
相
が
重
層
的
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
の
重
層
性
は
、
人
文
地
理
学

の
基
本
的
な
空
間
へ
の
研
究
視
角
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
、
実
在
的
世
界
（
お
巴
ぎ
目
包
、
主
体
的
世
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界
（
一
舞
σ
q
一
p
＆
毛
。
藏
）
、
抽
象
的
世
界
（
暮
。
・
9
9
≦
。
ま
）
と
い
う
三
つ
の
領
域
に
空
間
を
分
け
て
論
じ
る
視
角
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間

の
重
層
性
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
の
空
間
の
相
互
関
係
を
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
構
造
論
に
発
す
る
問
題
設
定
の
枠
内
か
ら
ひ

と
た
び
空
間
を
解
き
放
し
、
空
間
そ
の
も
の
の
理
論
化
に
よ
る
新
し
い
空
間
構
造
論
の
可
能
性
を
拓
く
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で

改
め
て
、
空
間
構
造
と
社
会
構
造
と
の
相
互
規
定
関
係
を
問
い
直
す
こ
と
も
、
空
間
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
解
明
を
標
榜
す
る
以
上
、
中
世
都

市
研
究
の
一
つ
の
方
向
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
も
と
に
、
研
究
蓄
積
が
厚
い
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
を
例
と
し
て
、
そ
の
空
間
の
重
層
性
に
注
目

し
、
異
な
る
位
相
に
峻
別
し
て
論
じ
る
試
み
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
の
試
み
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
空
間
構
造
論
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
検
討
す
る
。

①
原
田
伴
彦
『
中
世
に
お
け
る
都
市
の
研
究
臨
講
談
社
、
一
九
鰯
二
。

②
原
闘
伴
彦
『
日
本
封
建
都
市
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七
。

③
原
田
伴
彦
欄
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
』
＝
＝
書
房
、
一
九
六
〇
。

④
豊
田
武
『
日
本
の
封
建
都
市
』
岩
波
善
隣
、
一
九
五
二
。

⑤
魚
澄
惣
五
郎
編
『
大
名
領
国
と
城
下
町
㎞
柳
原
書
店
、
一
九
五
七
。
地
方
史
研

　
究
協
議
会
門
日
本
の
町
㎞
雄
山
閣
、
一
九
五
八
。
同
編
『
封
建
都
市
の
諸
聞
題
』

　
雄
山
閣
、
一
九
五
九
。

⑥
松
山
宏
『
日
本
中
世
都
市
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
一
九
七
三
。
同
『
守
護
城

　
下
町
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
二
。

⑦
今
谷
明
「
畿
内
近
国
に
揺
る
守
護
所
の
分
立
偏
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

　
告
八
、
一
九
八
五
。
同
「
守
護
所
の
性
格
と
機
能
」
国
史
学
一
四
三
、
～
九
九
～
。

　
同
「
守
護
と
交
通
・
交
易
」
（
網
野
善
彦
貴
任
編
集
『
朝
日
百
科
・
日
本
の
歴
史

　
別
冊
　
歴
史
を
読
み
な
お
す
六
　
平
安
京
と
水
辺
の
都
市
、
そ
し
て
安
土
㎞
朝
日

　
新
聞
社
、
一
九
九
三
）
。

⑧
自
由
都
市
論
の
動
向
は
、
佐
々
木
銀
弥
「
日
本
中
世
都
市
の
自
由
・
自
治
研
究

　
を
め
ぐ
っ
て
」
（
社
会
経
済
史
学
三
八
一
四
、
一
九
七
二
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

⑨
前
掲
注
①
。

⑩
前
掲
注
①
。

⑪
小
牧
実
繁
『
先
史
地
理
学
研
究
』
内
外
出
版
印
刷
、
一
九
三
七
。

⑫
藤
岡
謙
二
郎
『
景
観
変
遷
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
臨
大
明
堂
、
一
九
七
八
。

⑬
松
本
豊
寿
『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
増
訂
版
睡
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
六
七
。

⑭
小
林
健
太
郎
『
戦
国
城
下
町
の
研
究
睡
大
明
堂
、
一
九
八
五
。

⑬
代
衷
的
な
著
作
と
し
て
、
網
野
善
彦
「
中
世
都
市
論
」
（
㎎
岩
波
講
座
日
本
歴
史

　
霧
中
世
三
』
岩
波
轡
店
、
一
九
七
六
）
や
同
噌
増
補
　
無
縁
・
公
界
・
楽
』
（
平

　
凡
社
、
一
九
九
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑯
石
井
進
・
大
三
輪
龍
彦
編
隅
よ
み
が
え
る
中
世
三
武
士
の
都
鎌
倉
輪
平
凡
社
、

　
～
九
八
九
。
鎌
倉
考
古
学
研
究
所
編
『
中
世
都
市
鎌
倉
を
掘
る
輪
日
本
エ
デ
ィ

　
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
四
。
馬
淵
和
雄
「
武
士
の
都
　
鎌
倉
一
そ
の

　
成
立
と
構
想
を
め
ぐ
っ
て
1
偏
（
網
野
善
彦
・
石
井
進
運
隅
都
市
鎌
倉
と
坂
東
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の
海
に
暮
ら
す
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
）
。
河
野
翼
知
郎
『
中
世
都
市
鎌

　
昏
睡
講
談
社
、
　
～
九
九
五
、
な
ど
。

⑰
松
下
正
司
編
『
よ
み
が
え
る
中
世
八
埋
も
れ
た
港
町
草
戸
千
軒
・
靹
・
尾

　
道
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
。
憲
田
原
重
人
「
草
戸
千
軒
に
み
る
中
世
民
衆
の
世

　
界
」
（
網
野
善
彦
・
石
井
進
士
魍
内
海
を
躍
動
す
る
海
の
畏
魅
新
人
物
往
来
社
、

　
一
九
九
五
）
。

⑱
水
藤
真
・
小
野
正
敏
編
『
よ
み
が
え
る
申
世
六
実
像
の
戦
国
城
下
町
越
前

　
一
乗
谷
』
平
凡
社
、
｝
九
九
〇
。
小
野
正
敏
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
無
講
談
社
、

　
一
九
九
七
な
ど
。

⑲
川
添
昭
二
編
隅
よ
み
が
え
る
中
世
一
束
ア
ジ
ア
の
国
際
都
市
博
多
』
平
凡

　
社
、
一
九
八
八
。
小
林
茂
・
磯
望
・
佐
伯
弘
次
・
高
倉
洋
彰
編
隅
福
岡
平
野
の
古

　
環
境
と
遺
跡
立
地
』
働
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
な
ど
。

⑳
入
間
里
旦
夫
・
大
石
直
正
編
『
よ
み
が
え
る
中
世
七
み
ち
の
く
の
都
多
賀

　
城
・
松
島
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
。

⑳
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
朔
中
世
の
都
市
と
墳
墓
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
～
ル

　
出
版
部
、
一
九
八
八
。
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
平
野
和
男
・
峰
岸
純
夫
編
州
中
世

　
都
市
と
一
の
谷
中
世
墳
墓
群
魅
名
著
出
版
、
一
九
九
七
。

⑫
　
石
井
進
「
中
世
都
市
鎌
倉
研
究
の
た
め
に
－
大
三
輪
龍
彦
氏
の
近
業
に
よ
せ

　
て
一
」
三
浦
古
文
化
二
六
、
一
九
七
九
。
同
「
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
『
地
獄
』

　
の
風
景
」
（
御
家
人
鋼
研
究
会
編
『
御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
八

　
一
）
。
同
「
中
世
都
市
と
し
て
の
鎌
倉
」
（
佐
々
木
潤
之
介
・
石
井
進
編
噸
新
編
日

　
本
史
研
究
入
門
魅
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
八
二
）
。

⑳
斉
藤
利
男
「
中
世
東
国
の
地
方
都
市
」
中
世
の
東
国
三
・
四
、
一
九
八
二
。
同

　
「
荘
園
公
領
制
社
会
に
お
け
る
都
市
の
構
造
と
領
域
i
地
方
都
市
と
領
主
制

　
！
」
歴
史
学
研
究
五
三
四
、
一
九
八
四
。

⑳
　
義
江
彰
夫
「
中
世
前
期
の
都
市
と
文
化
」
（
『
講
座
日
本
歴
史
三
中
世
一
隅
東
京

　
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
）
。
同
「
中
世
前
期
の
国
府
一
常
陸
国
府
を
中
心
に

　
1
…
〕
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
八
、
一
九
八
五
。
同
「
平
安
宋
・
鎌
倉

　
時
代
の
国
府
・
府
中
一
常
陸
国
府
を
中
心
に
一
」
国
史
学
一
四
三
、
一
九
九
一
。

　
前
掲
注
㊧
。

⑳
　
小
川
信
「
中
世
の
備
中
国
衙
と
惣
社
造
営
」
國
野
立
雑
誌
八
九
1
＝
、
一
九

　
八
八
。
同
「
下
野
の
国
府
と
府
中
に
つ
い
て
」
栃
木
史
学
二
、
一
九
八
八
。
同

　
「
諸
国
の
府
中
に
つ
い
て
」
国
史
学
～
四
八
、
～
九
九
二
。
同
「
筑
後
国
府
の
変

　
遷
と
一
宮
商
良
風
（
1
と
政
治
経
済
史
学
三
＝
二
、
一
九
九
二
。
同
「
筑
後
国

　
府
の
変
遷
と
一
宮
高
良
社
（
H
）
」
政
治
経
済
史
単
三
　
四
、
～
九
九
二
。

⑳
　
保
立
道
久
門
町
の
中
世
的
展
開
と
支
配
」
（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
糊
日
本

　
都
市
史
入
門
－
町
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
）
。
五
味
文
彦
「
文
献
史
学

　
か
ら
み
た
都
市
研
究
」
（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
都
市
研
究
の
方
法
』
新
人
物
往

　
来
社
、
一
九
九
九
）
。

⑳
義
江
彰
夫
「
国
府
か
ら
宿
町
へ
一
一
の
谷
遺
跡
を
手
懸
り
に
見
る
中
世
都
市

　
見
付
の
構
成
と
展
開
一
」
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
一
六
『
歴
史

　
と
文
化
睡
八
七
、
一
九
八
八
。

⑳
斉
藤
利
男
「
古
代
・
中
世
の
交
通
と
国
家
扁
（
朝
尾
直
弘
他
編
隅
日
本
の
社
会

　
史
二
　
境
界
領
域
と
交
通
』
岩
波
書
店
、
～
九
八
七
）
。
同
「
越
後
府
中
と
直
江

　
の
津
－
中
世
都
市
の
二
つ
の
顔
1
」
（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
都
市
と
交

　
通
』
河
出
書
樗
漸
社
、
　
九
九
二
）
。

⑳
前
掲
注
⑳
。

⑳
　
前
掲
注
⑳
、
⑳
、
⑳
。

⑭
　
山
村
亜
希
「
中
世
前
期
都
市
の
空
間
構
造
と
都
市
像
」
人
文
地
理
五
四
一
六
、

　
二
〇
〇
二
。

⑭
　
小
島
道
裕
「
戦
国
期
城
下
町
の
構
造
」
日
本
史
研
究
二
五
七
、
　
九
八
四
。
同

　
「
織
豊
期
の
都
市
法
と
都
市
選
構
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
八
、
一
九

　
八
五
。
同
「
戦
国
・
織
豊
期
の
城
下
町
一
以
下
町
に
お
け
る
『
町
』
の
成
立

　
一
」
（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
桝
日
本
都
市
史
入
門
H
　
町
㎞
東
京
大
学
出
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目本中世都市の空間とその研究視角（山村）

　
凝
鮒
、
一
九
九
〇
）
。
同
「
戦
国
期
城
下
町
か
ら
織
豊
期
城
下
町
へ
」
（
都
市
史
研

　
究
会
編
『
年
報
都
市
史
研
究
一
　
城
下
町
の
原
景
隔
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
）
。

⑳
　
前
川
要
「
近
世
城
下
町
発
生
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
｝
一
一
、

　
一
九
八
八
。

⑭
　
千
田
嘉
博
隅
織
豊
系
城
郭
の
形
成
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
。

⑳
金
子
拓
男
・
前
川
要
編
咽
守
護
所
か
ら
戦
国
城
下
へ
1
地
方
政
治
都
市
論
の

　
試
み
一
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
。

⑯
　
仁
木
宏
「
寺
内
町
と
城
下
町
」
（
有
光
友
隠
田
『
目
本
の
時
代
史
十
二
　
戦
国

　
の
地
域
国
家
臨
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
。
同
「
室
町
・
戦
国
時
代
の
社
会
構

　
造
と
守
護
所
・
城
下
町
」
（
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
岐
阜
研
究
会
編
隅
守
護

　
所
・
戦
国
城
下
町
を
考
え
る
一
臨
二
〇
〇
四
）
。

⑰
　
市
村
高
男
「
戦
国
期
東
国
に
お
け
る
権
力
と
都
市
」
（
同
『
戦
国
期
東
国
の
都

　
市
と
権
力
』
思
文
闇
出
版
、
一
九
九
四
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑳
。

⑳
福
島
克
彦
「
織
豊
系
城
郭
の
地
域
的
展
開
」
（
村
田
修
三
編
『
中
世
城
郭
研
究

　
論
集
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
）
。
同
門
織
豊
期
に
お
け
る
城
郭
・
城
下
町

　
の
地
域
的
展
開
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
四
二
、
一
九
九
四
。

⑳
玉
井
哲
雄
「
近
世
都
市
空
間
の
特
質
」
（
吉
田
伸
之
編
噸
日
本
の
近
世
九
都

　
市
の
時
代
』
申
央
公
論
社
、
一
九
九
二
）
。
同
「
都
市
の
計
画
と
建
築
」
（
『
岩
波

　
講
座
日
本
通
史
十
～
　
近
世
二
岩
波
書
店
、
～
九
九
三
）
。

⑪
　
伊
藤
裕
久
『
中
世
集
落
の
空
間
構
造
瞼
生
活
史
研
究
所
、
一
九
九
二
。

⑫
仁
木
宏
「
『
御
土
居
』
へ
の
道
」
（
日
本
史
研
究
会
編
『
豊
臣
秀
吉
と
京
都
㎞
文

　
理
閣
、
二
〇
〇
一
）
。
同
「
近
世
社
会
の
成
立
と
城
下
町
」
日
本
史
研
究
四
七
六
、

　
二
〇
〇
二
。
同
門
戦
国
善
導
河
泉
都
市
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
扁
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
八

　
よ
ハ
、
　
一
一
〇
〇
一
二
。

⑬
千
田
嘉
博
・
小
島
道
裕
∵
前
川
要
編
『
城
館
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
㎞
新
人
物
往

　
来
社
、
一
九
九
　
二
。

⑭
　
前
川
要
『
都
市
考
古
学
の
研
究
－
中
世
か
ら
近
世
へ
の
展
開
i
』
柏
書
房
、

　
一
九
九
一
。

⑳
　
山
村
亜
希
「
中
世
都
市
の
景
観
復
原
と
地
籍
図
」
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

　
五
四
（
日
本
文
化
学
上
編
八
）
、
二
〇
〇
六
。

⑯
　
伊
藤
毅
「
中
世
都
市
と
寺
院
」
（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入

　
門
－
空
間
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
）
。
同
「
境
内
と
町
」
（
都
市
史
研
究

　
会
編
『
年
報
都
市
史
研
究
一
　
城
下
町
の
原
脚
本
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
）
。

　
同
黒
餅
』
の
二
類
型
」
（
五
味
文
彦
・
吉
田
伸
之
編
『
都
市
と
商
入
・
芸
能
民
』

　
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
）
。

⑰
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
・
宮
本
雅
明
・
伊
藤
毅
編
『
図
集
日
本
都
市
史
』
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
。

璽
宮
本
雅
明
「
近
世
初
期
城
下
町
の
ヴ
ィ
ス
タ
に
基
づ
く
都
市
設
計
i
そ
の
実

　
態
と
意
味
1
」
建
築
史
学
四
、
一
九
八
五
。
同
「
近
世
初
期
城
下
町
の
ヴ
ィ
ス

　
タ
に
基
づ
く
都
市
設
計
一
諸
類
型
と
そ
の
変
容
i
」
建
築
史
学
六
、
一
九
八

　
六
。
同
「
都
市
空
間
の
均
質
化
と
近
世
都
市
の
建
設
」
（
中
世
都
市
研
究
会
編

　
『
都
市
を
つ
く
る
』
新
人
単
二
来
社
、
一
九
九
八
）
。
同
「
象
徴
性
と
公
共
性
の

　
都
市
史
－
日
本
近
世
都
市
の
歴
史
・
空
間
・
景
観
1
」
（
鈴
木
博
之
・
石
山

　
修
武
・
伊
藤
毅
・
山
岸
常
人
田
畑
近
世
都
市
の
成
立
睡
東
京
大
学
鵡
照
会
、
一
一
〇

　
〇
五
）
。
同
「
豊
臣
政
権
の
空
間
設
計
と
都
市
造
形
扁
（
同
『
都
市
空
間
の
近
世
史

　
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
）
。

⑲
　
有
薗
正
一
郎
・
遠
藤
匡
俊
・
小
野
寺
淳
・
古
田
悦
造
・
溝
口
常
俊
・
吉
田
敏
弘

　
編
『
歴
史
地
理
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
㎞
古
今
書
院
、
二
〇
〇
｝
。
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皿

中
世
都
市
空
間
の
重
層
性
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（
1
）
　
空
閾
概
念
の
峻
別

　
空
間
概
念
の
相
違
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
、
異
な
る
空
間
概
念
相
互
の
関
係
を
論
理
的
に
説
明

す
る
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
筆
者
は
先
述
し
た
よ
う
に
中
世
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

府
・
府
中
研
究
に
お
い
て
、
空
間
概
念
の
峻
別
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
内
容
を
再
論
す
る
と
、
中
世
国
府
・
府
中
に
つ
い
て
先
行
研
究
の

示
す
、
分
散
的
な
諸
施
設
の
立
地
パ
タ
ー
ン
と
そ
れ
ら
が
有
…
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
結
び
つ
く
空
間
構
造
を
、
現
実
の
空
間
構
造
で
あ
る

と
考
え
た
。
そ
し
て
、
領
主
権
力
の
館
や
政
庁
を
「
中
心
」
と
し
て
、
「
周
縁
」
に
市
・
泊
・
津
が
展
開
す
る
同
心
円
的
構
造
の
空
間
を
、
在

地
領
主
権
力
の
空
間
認
識
で
あ
る
と
推
定
し
、
現
実
の
空
間
構
造
と
領
主
権
力
の
空
間
認
識
と
の
乖
離
に
、
中
世
国
府
・
府
中
の
空
間
的
特
質

が
あ
る
と
考
え
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
そ
の
乖
離
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
て
い
く
と
い
う
都
市
空
間
の
変
遷
過
程
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
国
府
・
府
中
研
究
に
お
け
る
空
間
概
念
を
整
理
し
、
異
な
る
概
念
相
互
の
関
連
を
論
理
的
に
説
明
す
る
上
で
は
、
領
主

権
力
の
空
間
認
識
を
そ
の
媒
介
項
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
認
識
の
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
欠
落

し
て
い
た
方
法
論
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
現
実
の
空
間
構
造
と
領
主
権
力
の
空
間
認
識
と
い
う
空
間
の
重
層
的
な
位
相
に
注
目
す
る
と
き
、

従
来
の
研
究
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、
中
世
都
市
の
空
間
構
造
の
変
遷
過
程
を
論
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
中
世
国
府
・
府
中
以
外
の
都
市
も
、
空
間
認
識
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
こ
と
で
、
重
層
的
な
空
間
の
変
遷
過
程
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
、
別
の
視
点
な
い
し
方
法
論
の
設
定
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
を
事
例
と
し
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
中
世
国
府
・
府
中
の
愚
問
形
態
は
、
戦
国
期
∴
織
豊
期
城
下
町
に
比
べ
て
、
規
則
性
を
見
出
し
に
く
く
、
分
散
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
復
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干
し
た
空
間
形
態
の
中
に
、
特
定
の
主
体
に
よ
る
都
市
空
間
全
体
に
及
ぶ
統
一
的
な
都
市
建
設
や
改
変
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
ま

し
て
や
、
そ
こ
か
ら
在
地
領
主
の
空
間
認
識
を
よ
み
と
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
先
の
量
器
で
は
、
作
成
主
体
が
明
確

な
同
時
代
絵
図
や
史
料
に
お
け
る
都
布
景
観
の
描
写
を
作
成
主
体
の
空
間
認
識
と
み
な
し
て
分
析
す
る
と
い
う
、
空
間
認
識
へ
の
直
接
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
都
市
景
観
を
描
く
同
時
代
絵
図
・
史
料
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
し
か
通
用
し
な
い
。

　
一
方
、
戦
国
期
以
降
の
都
市
空
間
は
、
中
世
国
府
・
府
中
と
比
べ
る
と
、
諸
施
設
の
集
中
度
が
増
し
、
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
一
般
的
に

は
人
為
的
な
空
間
の
構
築
が
よ
り
広
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
空
間
形
態
や
機
能
を
慎
重
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
権
力

や
都
市
民
に
よ
る
都
市
建
設
や
改
変
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
主
体
が
建
設
・
改
変
し
た
都
市
形
態
は
、
そ
の
主
体
の
空
間

認
識
を
一
定
程
度
反
映
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
中
世
前
期
と
同
様
に
、
一
次
資
料
か
ら
空
間
認
識
を
抽

出
す
る
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
も
望
ま
し
い
が
、
戦
国
期
以
降
の
中
世
都
市
に
お
い
て
は
、
同
時
代
に
確
実
に
作
成
さ
れ
た
都
市
図
や
都

市
全
体
の
景
観
を
描
出
す
る
言
説
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
つ
ま
り
、
戦
国
期
以
降
の
都
市
に
つ
い
て
は
、
復
原
し
た
空
間
か
ら
、
領
主
権
力
や
都

市
昆
に
よ
っ
て
建
設
な
い
し
改
変
さ
れ
た
空
前
形
態
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
彼
ら
の
都
市
計
画
と
空
間
認
識
な
い
し
理
念
を
推
定
す
る
と
い
う

間
接
的
な
方
法
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
精
緻
な
復
原
さ
え
可
能
で
あ
れ
ば
適
用
で
き
る
点
で
、
中
世
国
府
・
府
中
に
お
い
て
空
間
認

識
を
抽
出
し
た
方
法
よ
り
も
汎
用
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
空
間
構
…
造
か
ら
、
権
力
や
住
人
の
都
市
計
画
や
空
間
認
識
を
読
む
方
法
は
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
に
お
い
て
は
、
さ

ほ
ど
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
封
建
都
市
論
段
階
か
ら
城
下
町
研
究
が
一
貫
し
て
持
ち
続
け
て
い
る
権
力
と
都
市
空
間

と
の
関
係
を
問
う
問
題
意
識
に
お
い
て
は
、
都
市
空
間
の
中
で
、
ど
こ
が
権
力
に
よ
る
創
出
や
改
修
を
受
け
た
箇
所
で
、
ど
こ
が
都
市
民
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
は
、
当
初
よ
り
基
本
的
な
問
題
意
識
と
し
て
内
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
つ
た
問
題

意
識
が
、
現
実
の
空
間
構
造
と
領
主
権
力
に
よ
る
都
市
計
画
上
の
空
間
と
の
梱
違
を
区
分
し
、
現
実
の
空
間
構
造
に
お
け
る
都
市
計
画
の
貫
徹

度
を
検
討
す
る
と
い
う
方
法
論
と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
二
つ
の
空
間
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て
き
た
と
も
雷
え
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る
。
こ
の
混
同
を
顕
著
に
示
す
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
プ
ラ
ン
と
い
う
概
念
に
込
め
ら
れ
た
意
味
の
不
統
一
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
中
近
世
移
行
期
の
城
下
町
研
究
に
お
い
て
、
プ
ラ
ン
と
い
う
用
語
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
て
お
こ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
中
世
か
ら
近
世
へ
の
城
下
町
の
変
容
過
程
を
類
型
化
し
、
そ
こ
に
城
下
町
プ
ラ
ン
の
用
語
を
用
い
た
の
は
矢
守
～
彦
で
あ
っ
た
。
矢
守
は
、

都
市
を
人
体
に
た
と
え
て
、
そ
の
器
官
た
る
街
路
・
街
区
や
諸
施
設
の
分
布
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
を
都
市
プ
ラ
ン
と
呼
ん
だ
。
～

方
で
矢
守
の
研
究
は
、
多
く
の
絵
図
が
残
る
近
世
城
下
町
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
プ
ラ
ン
を
西
欧
に
お
け
る
都
市
図
や
設
計
図
に
近

．
い
概
念
で
あ
る
と
も
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
矢
守
の
都
市
プ
ラ
ン
と
い
う
概
念
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

が
矛
盾
な
く
併
存
し
て
い
た
理
由
は
、
矢
守
が
研
究
対
象
と
し
た
近
世
城
下
町
に
お
い
て
は
、
実
際
の
城
下
町
の
空
間
構
造
と
絵
図
の
描
写
と

が
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
み
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
世
都
市
は
、
筆
者
が
国
府
・
府
中
に
つ
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
空
間
構
造
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

絵
図
の
描
写
内
容
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
に
大
き
な
特
徴
と
都
市
空
間
史
上
の
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
プ
ラ
ン
の
用
語
は
、
中
世

都
市
研
究
に
導
入
さ
れ
た
と
き
、
現
実
の
空
間
構
造
と
設
計
図
と
し
て
の
空
間
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
意
味
を
同
時
に
包
含
す
る
曖
昧
な
概
念

と
な
る
危
険
性
を
潜
在
さ
せ
て
い
た
。

　
矢
守
と
同
じ
く
、
織
豊
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
城
下
町
の
空
間
類
型
を
検
討
し
た
宮
本
雅
明
は
、
矢
守
の
主
張
す
る
城
下
町
プ
ラ
ン

に
現
実
の
空
間
構
造
の
変
容
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
城
下
町
の
計
画
当
初
の
理
念
や
空
間
的
志
向
性
を
城
下
町
プ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
④

ン
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
プ
ラ
ン
と
は
、
大
名
権
力
に
よ
る
都
市
計
画
や
そ
の
都
市
計
画
を
要
請
し
た
社
会
構
造
と
い
う
意
味
で
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
⑧

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
小
島
道
裕
、
千
田
嘉
博
、
仁
木
宏
、
福
島
克
彦
ら
は
、
城
郭
・
城
館
、
武
家
屋
敷
、
市
町
、
道
路
、
寸
評
な
ど
の
有
機

的
結
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
現
実
の
空
間
構
造
を
プ
ラ
ン
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
近
世
移
行
期
の
城
下
町
研
究
に
お
け
る
プ
ラ
ン
と
い
う
用
語
に
は
、
権
力
に
よ
る
都
市
計
画
・
理
念
な
い
し
そ
の
手
法
と
、

現
実
の
都
市
空
間
の
骨
格
と
い
う
二
通
り
の
意
味
が
併
存
し
て
い
る
。
研
究
者
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
意
味
に
対
し
プ
ラ
ン
と
い
う
用
語
を
あ
て
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て
い
る
も
の
の
、
両
者
の
区
別
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
矢
守
の
近
世
城
下
町
論
に
立
脚
し
た
都
市
プ
ラ
ン
の
概
念
は
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城

下
町
の
空
間
解
釈
に
適
当
か
ど
う
か
の
吟
味
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
用
語
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
以
降
で
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
つ
つ
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
戦
国
期
・
織
豊
期
に
お
け
る

城
下
町
空
間
の
変
遷
過
程
を
、
現
実
の
空
間
構
造
と
領
主
権
力
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
空
間
と
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
す
試
み
を
行

っ
て
み
た
い
。

（
2
）
　
現
実
の
空
間
構
造
と
領
主
権
力
の
都
市
計
画
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①
　
守
護
城
下
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
～
五
世
紀
後
期
か
ら
、
各
地
で
遺
構
が
明
確
化
し
て
く
る
の
が
、
守
護
大
名
の
拠
点
で
あ
る
守
護
城
下
町
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
日
本
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
⑪

古
学
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
守
護
所
か
ら
戦
国
城
下
へ
』
や
千
田
嘉
博
に
よ
っ
て
、
守
護
城
下
町
は
、
全
国
的
に
一
辺
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及

ぶ
方
形
の
守
護
館
を
中
心
に
、
大
小
の
方
形
館
や
寺
院
が
群
集
す
る
景
観
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

二
回
東
海
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
岐
阜
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
守
護
所
・
戦
国
期
城
下
町
を
考
え
る
』
で
は
、
守
護
城
下
町
の
復
原
が
精
緻

化
さ
れ
、
そ
の
景
観
に
は
共
通
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
守
護
館
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
囲
に
広
く
散
在
す
る

中
小
規
模
の
方
形
の
人
群
が
、
方
書
地
割
の
施
工
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
仁
木
宏
は
こ
の
よ
う
な
守
護
城
下
町
の

空
間
構
造
を
「
方
形
・
方
格
プ
ラ
ン
」
と
呼
び
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
広
く
地
方
で
採
用
さ
れ
た
の
は
、
各
地
の
守
護
が
幕
府
の
権
威
を
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

方
に
お
い
て
創
出
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

　
仁
木
の
い
う
「
方
形
・
方
格
プ
ラ
ン
」
は
、
複
数
の
方
形
館
を
結
ぶ
直
線
道
路
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
方
格
プ
ラ
ン
」
段
階
と
、
都
市
空

間
全
面
に
広
が
る
網
目
状
の
方
形
街
区
が
施
工
さ
れ
る
「
方
形
・
方
格
プ
ラ
ン
」
段
階
の
二
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。
仁
木
は
、
「
方
形
・
方
格

プ
ラ
ン
」
が
全
面
的
に
施
工
さ
れ
た
痕
跡
が
発
掘
調
査
等
で
確
認
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
こ
に
は
守
護
の
認
識
な
い
し
理
念
と
し
て
プ
ラ
ン
が
存
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在
し
た
と
す
る
。
仁
木
の
言
う
プ
ラ
ン
に
は
、
計
画
・
理
念
・
認
識
と
し
て
の
方
形
方
格
街
区
と
、
実
際
に
施
工
さ
れ
た
街
区
と
の
二
つ
の
意

味
が
区
別
さ
れ
て
含
意
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
守
護
権
力
は
、
計
画
・
理
念
・
認
識
と
し
て
の
「
方
形
・
方
格
プ

ラ
ン
」
を
有
し
て
い
た
が
、
現
実
に
は
全
て
の
守
護
城
下
町
に
お
い
て
そ
の
プ
ラ
ン
を
貫
徹
で
き
た
と
は
限
ら
ず
、
そ
れ
を
受
容
す
る
側
の
地

域
社
会
の
構
造
や
既
存
の
空
間
形
態
に
応
じ
て
、
部
分
的
に
、
あ
る
い
は
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
形
態
の
都
市
空
間
が
実
現
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

ユ00　（100）

②
　
戦
国
期
城
下
町

　
全
国
的
に
共
通
性
の
高
い
守
護
城
下
町
の
空
間
構
造
は
、
天
文
期
を
中
心
と
し
た
一
六
世
紀
第
2
四
半
期
に
大
き
く
転
換
す
る
。
明
確
な
転

換
は
、
城
郭
に
お
い
て
現
れ
る
。
千
田
嘉
博
は
、
守
護
権
力
の
戦
国
大
名
化
に
伴
っ
て
、
政
庁
・
居
住
・
軍
事
機
能
が
山
城
に
～
体
化
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

戦
国
期
拠
点
城
郭
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
と
き
、
九
州
南
部
や
東
北
地
域
で
は
、
戦
国
大
名
を
中
心
と
し
た
強
力
な
家
臣
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

成
が
進
展
し
な
か
っ
た
た
め
、
並
列
的
な
「
館
屋
敷
型
城
郭
」
と
な
っ
た
と
し
、
拠
点
城
郭
化
の
地
域
差
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
千
田
は
、

家
臣
団
の
屋
敷
を
も
含
み
込
ん
だ
戦
国
期
拠
点
城
郭
は
、
守
護
城
下
町
か
ら
戦
国
期
城
下
町
へ
と
、
城
下
町
の
空
間
構
造
を
も
転
換
さ
せ
た
と

す
る
。

　
そ
れ
で
は
戦
国
期
城
下
町
は
、
ど
の
よ
う
な
空
間
構
造
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
小
島
道
裕
は
、
戦
国
大
名
の
主

従
制
的
支
配
に
お
か
れ
た
家
臣
、
直
属
商
工
業
者
の
屋
敷
か
ら
成
る
城
下
凝
集
域
と
、
大
名
の
直
接
支
配
が
及
ば
な
か
っ
た
在
地
の
市
町
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

併
存
す
る
二
元
構
造
を
指
摘
し
た
。
小
島
の
二
元
構
造
論
に
対
し
て
は
、
近
年
、
仁
木
宏
が
批
判
と
対
案
の
提
示
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
空

間
の
二
元
構
造
を
支
え
る
論
理
に
関
し
て
は
、
城
下
凝
集
域
は
、
守
護
所
以
来
の
守
護
公
権
と
い
う
「
上
か
ら
の
公
」
を
支
配
論
理
と
す
る
空

間
で
あ
り
、
市
町
は
地
域
社
会
の
核
と
し
て
「
下
か
ら
の
公
」
を
体
現
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
空
間
構
造
に
関
し
て
は
、
中
部

以
東
の
東
国
に
つ
い
て
は
小
島
の
主
張
す
る
二
元
構
造
で
説
明
が
可
能
で
あ
る
が
、
西
国
や
畿
内
の
城
下
町
は
異
な
る
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
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指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
空
間
構
造
を
規
定
し
た
要
因
を
、
権
力
の
集
中
の
み
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
権
力
構
造
の

特
質
や
、
地
域
に
お
け
る
社
会
構
造
の
「
個
性
」
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
性
を
主
張
し
た
。
す
で
に
、
市
村
高
男
も
、
東
国
の
城
下
町
を
事
例

と
し
て
、
戦
国
期
城
下
町
は
広
大
な
都
市
領
域
内
に
、
城
郭
や
家
臣
屋
敷
、
町
場
、
寺
社
門
前
な
ど
が
ゆ
る
や
か
に
統
合
し
た
多
元
的
で
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

的
な
空
間
構
造
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
戦
国
期
城
下
町
の
空
間
構
造
の
多
様
性
の
要
因
は
、
地
域
に
お
け
る
権
力
の
存
在
形
態
や
社
会
構
造
の
み
に
求
め
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
仁

木
宏
は
、
畿
内
に
お
い
て
、
城
下
町
と
併
存
し
た
都
市
で
あ
る
寺
内
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
果
た
し
た
経
済
機
能
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

内
で
顕
著
な
城
下
町
が
派
生
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
江
か
ら
北
陸
に
お
い
て
は
、
天
台
寺
院
が
山
腹
や
山
麓
に
寺
坊
を
集

中
さ
せ
、
寺
坊
都
市
が
多
く
形
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
天
台
系
寺
坊
都
市
の
遺
構
を
踏
襲
・
再
編
し
て
、
戦
国
期
に
城
郭
や
城
下
町
が
建
築

さ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
の
結
節
点
と
な
っ
た
港
町
が
、
館
や
城
郭
に
近
接
す
る
城
下
町
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

港
町
の
空
間
構
造
が
城
下
町
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
ふ
ま
え
る
と
、
戦
国
期
城
下
町
の
空
間
構
造
の
多
様

性
の
一
因
は
、
既
存
の
中
世
集
落
や
同
時
期
に
併
存
し
た
別
の
都
市
の
空
間
構
造
の
影
響
に
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
戦
国
大
名
に
よ
る
家
臣
集
住
政
策
の
達
成
度
や
、
経
済
・
流
通
支
配
の
あ
り
方
は
、
領
主
の
権
力
構
造
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
政
治
・
社

会
・
文
化
・
宗
教
的
文
脈
に
影
響
さ
れ
、
城
下
町
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
既
存
の
都
市
空
間
の
構

造
も
城
下
町
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
た
め
、
戦
国
期
城
下
町
の
空
間
構
造
は
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
戦
国

期
城
下
町
に
お
い
て
は
、
戦
国
大
名
に
よ
る
都
市
計
画
よ
り
も
、
地
域
の
社
会
構
造
や
既
存
の
都
市
空
間
構
造
の
方
が
、
現
実
の
空
間
構
造
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
空
間
全
域
を
覆
う
戦
国
大
名
の
都
市
計
画
な
い
し
理
念
は
明
確
で
な
く
、
た
と

え
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
城
下
町
空
間
全
域
に
完
全
に
実
現
し
た
可
能
性
は
低
く
、
現
実
に
は
地
域
に
お
け
る
既
存
の
構
造
を
よ
り
強
く
反

映
し
た
多
様
な
空
間
構
造
が
現
出
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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③
織
豊
期
城
下
町

　
織
豊
期
に
お
け
る
城
郭
溝
造
の
飛
躍
的
な
発
展
に
つ
い
て
は
、
千
田
嘉
博
や
中
井
均
の
研
究
に
詳
し
い
。
千
田
は
、
織
豊
系
城
郭
の
普
請
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
注
目
し
、
虎
口
の
発
達
段
階
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
井
均
は
、
石
垣
・
礎
石
建
物
・
瓦
の
セ
ッ
ト
使
用
を
織
豊
系
城
郭
成
立
の
メ
ル
ク
マ
ー

　
　
　
⑳

ル
と
し
た
。

　
画
期
的
な
変
化
を
遂
げ
た
の
は
、
城
郭
だ
け
で
は
な
い
。
戦
国
期
城
下
町
の
空
間
を
二
元
構
造
と
し
て
説
明
し
た
小
島
道
裕
は
、
織
豊
権
力

に
よ
る
天
下
統
一
が
進
む
中
で
、
一
六
世
紀
第
4
四
半
期
以
降
、
城
下
町
の
空
間
構
造
も
＝
兀
化
・
求
心
化
し
、
近
世
城
下
町
に
近
づ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
と
す
る
筋
道
を
鮮
や
か
に
提
示
し
た
。
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
氏
の
天
下
統
一
過
程
に
お
い
て
、
統
一
権
力
や
そ
の
家
臣
に
よ
っ
て
新
設
な
い

し
改
修
さ
れ
た
織
豊
期
の
城
郭
と
城
下
町
は
、
急
速
か
つ
飛
躍
的
な
変
化
を
遂
げ
、
近
世
城
郭
・
城
下
町
へ
と
近
づ
い
て
い
っ
た
と
す
る
見
解

は
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
は
、
ど
う
い
つ
だ
空
間
的
事
象
を
画
期
と
し
て
、
近
世
城
下
町
は
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
、
城
下
町
に
お

け
る
武
家
地
と
町
人
地
の
分
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
し
た
小
島
は
、
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
の
安
土
城
下
町
に
お
い
て
、
二
元
化
し
て
い

た
空
間
構
造
は
市
町
が
城
下
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
で
～
元
化
を
果
た
し
た
と
し
て
、
安
土
を
画
期
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
安
土
に
お
い
て
も
、

武
士
と
商
人
の
居
住
地
区
分
は
徹
底
さ
れ
ず
、
ま
た
城
下
空
間
全
体
を
覆
う
統
～
的
な
町
割
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
限
界
が
あ
り
、
天
正
　

三
（
一
五
八
五
）
年
の
豊
臣
秀
次
に
よ
る
近
江
八
幡
城
下
町
建
設
に
お
い
て
、
長
方
形
街
区
の
町
割
と
身
分
に
よ
る
居
住
地
分
化
が
達
成
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

近
世
城
下
町
が
完
成
し
た
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
君
を
指
標
と
し
て
、
近
世
城
下
町
の
成
立
を
論
じ
る
見
解
も
あ
る
。
前
川
要
は
、
長
方
形
街
区
と
短
冊
形
地
割
の
セ
ッ
ト
か
ら
成

る
書
割
は
織
豊
系
城
下
町
に
お
い
て
独
自
に
発
生
し
た
と
し
、
そ
れ
が
給
人
居
住
域
と
市
町
部
分
を
統
合
し
た
範
囲
を
覆
う
よ
う
に
な
る
安
土

城
下
町
を
、
戦
国
期
城
下
町
を
脱
し
た
近
世
城
下
町
の
初
源
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
近
江
八
幡
城
下
町
に
な
る
と
、
武
士
と
商
職
人
の

居
住
地
分
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
以
降
は
、
長
方
形
街
区
と
短
冊
形
地
割
が
惣
構
内
全
域
に
施
工
さ
れ
、
近
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⑳

世
城
下
町
が
完
成
し
た
と
評
価
し
た
。
玉
井
哲
雄
は
、
同
じ
く
町
割
に
注
目
す
る
が
、
街
区
形
態
と
連
動
す
る
都
市
全
体
の
形
態
を
も
指
標
と

し
て
、
近
世
城
下
町
の
成
立
を
論
じ
て
い
る
。
玉
井
は
、
線
状
都
市
に
お
い
て
は
長
方
形
街
区
が
施
工
さ
れ
る
が
、
一
六
〇
〇
年
前
後
の
豊
臣

後
期
大
坂
城
下
町
以
降
、
地
形
を
変
え
る
規
模
の
大
工
事
に
よ
っ
て
、
城
郭
を
中
心
と
し
た
求
心
的
な
町
割
を
可
能
に
す
る
宅
地
造
成
が
な
さ

れ
、
総
状
都
市
で
あ
る
近
世
城
下
町
が
成
立
し
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
武
家
地
が
確
立
し
、
商
工
業
者
の
町
屋
で
構
成
さ
れ
る
町
並
景
観
も

整
備
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
江
戸
・
京
・
大
坂
と
い
う
巨
大
都
市
に
お
い
て
は
、
縦
方
向
に
も
横
方
向
に
も
空
間
の
拡
大
可
能
な
機
能

的
な
町
割
手
法
と
し
て
正
方
形
街
区
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
、
正
方
形
街
区
が
首
都
ク
ラ
ス
の
近
世
城
下
町
の
成
立
に
果
た
し
た
意
義
を
高
く

　
　
　
　
　
㊧

評
価
し
て
い
る
。

　
宮
本
雅
明
は
、
天
守
に
座
し
た
領
主
か
ら
城
下
町
の
中
軸
と
な
る
本
町
を
貫
い
て
設
定
さ
れ
た
ヴ
ィ
ス
タ
を
、
公
権
力
の
＝
兀
化
・
求
心
化

の
視
覚
的
演
出
と
し
て
、
近
世
城
下
町
の
成
立
要
件
に
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
織
田
政
権
で
は
城
と
城
下
町
を
一
体
化
し
た
空
間
設
計
が
達

成
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
長
浜
以
降
の
豊
臣
政
権
下
で
の
城
下
町
で
は
、
天
守
を
見
通
す
タ
テ
町
型
ヴ
ィ
ス
タ
を
基
軸
と
し
て
、
マ
チ
空
間
が
設

定
さ
れ
る
と
す
る
。
関
ヶ
戦
戦
以
降
に
建
設
さ
れ
た
徳
川
政
権
下
の
城
下
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
空
間
設
計
か
ら
ヨ
コ
町
型
ヴ
ィ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

へ
と
転
換
し
た
と
論
じ
た
。

　
兵
器
分
離
、
急
騰
と
差
響
の
施
工
、
ヴ
ィ
ス
タ
の
設
定
の
う
ち
、
ど
の
指
標
を
用
い
る
か
に
よ
っ
て
、
近
世
城
下
町
成
立
の
時
期
は
異
な
る

が
、
豊
臣
期
と
す
る
点
で
は
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
豊
臣
期
に
お
け
る
画
期
的
な
城
下
町
空
間
は
、
秀
吉
本
人
の
関
与
す
る
城
下
町
だ

け
で
な
く
、
天
下
統
一
の
過
程
で
服
属
し
た
各
地
の
大
名
の
城
下
町
や
、
各
地
に
赴
任
し
た
秀
吉
家
臣
の
城
下
町
に
も
建
設
さ
れ
た
。
小
島
や

仁
木
は
、
大
名
た
ち
は
、
豊
臣
政
権
下
で
標
準
的
な
城
下
町
建
設
を
行
う
た
め
の
一
種
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
学
び
、
地
域
で
実
践
し
た
と
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
を
「
豊
臣
大
名
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
織
豊
期
城
下
町
を
、
織
豊
権
力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
、
戦
国
期
城
下
町
の
発
展
形
と
み
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
批
判
が
あ
る
。
仁

木
は
、
織
豊
政
権
は
城
郭
・
城
下
町
空
間
の
＝
兀
化
・
求
心
化
に
成
功
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
要
因
を
、
織
豊
政
権
が
畿
内
都
市
の
持
っ
て
い
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⑱

た
城
郭
技
術
や
惣
構
、
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
先
進
的
な
技
術
を
他
の
大
名
に
先
駆
け
て
掌
握
し
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
玉
井
は
、

近
世
化
の
指
標
と
考
え
ら
れ
る
両
側
町
や
長
方
形
街
区
が
、
織
豊
期
城
下
町
に
由
来
す
る
と
す
る
見
解
に
は
疑
問
を
呈
し
て
お
り
、
在
地
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
発
達
し
た
技
法
と
し
て
評
価
す
る
。
伊
藤
裕
久
の
研
究
も
、
こ
う
い
つ
た
都
市
建
設
の
手
法
が
、
在
地
の
寺
内
町
で
い
ち
早
く
行
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「
豊
臣
大
名
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も
、
決
し
て
…
織
豊
政
権
内
部
の
み
で
発
想
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
畿
内
地
域
の
都
市
空
間
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
豊
臣
大
名
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
各
地
に
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
元
的
で
求
心
的
な
織
豊
期
城
下
町
が
各
地
に
建
設
さ
れ
、
全
国

的
に
画
一
的
な
城
下
町
空
間
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
に
共
有
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
際
に
は
統
一
政
権
に
よ
る

城
下
町
プ
ラ
ン
の
受
容
に
は
、
地
域
に
お
け
る
既
存
の
城
郭
・
城
下
町
の
構
造
や
服
属
し
た
大
名
の
権
力
構
造
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
⑳

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
織
豊
期
に
お
い
て
は
、
織
目
豆
政
権
、
と
り
わ
け
秀
吉
に
よ
っ
て
、
求
心
的
で
画
～
的
な
城
下
町
の
都
市
計
画

が
、
現
実
の
空
間
構
造
と
し
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
計
画
と
理
念
は
「
豊
臣
大
名
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
全
国
に
流
布
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
都
市
計
画
も
、
豊
臣
政
権
内
の
み
で
構
築
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
畿
内
地
域
に
お
け
る
既
存
の
都
市
空
間
の
影
響

を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
豊
臣
大
名
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
都
市
計
画
は
、
地
方
に
お
け
る
城
下
町
建
設
・
改
修
時
に
強
力

に
推
進
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
地
方
で
は
戦
国
期
以
来
の
地
域
構
造
・
都
市
構
造
に
影
響
を
受
け
て
、
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
形
態
と
し
て
受
容

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
戦
国
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
の
城
下
町
の
変
遷
過
程
を
、
現
実
の
空
間
構
造
と
武
家
権
力
の
都
市
計

画
・
理
念
と
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
と
、
武
家
権
力
が
主
導
し
て
実
現
を
試
み
る
都
市
計
画
と
現
実
の
空
間
構
造
と
は
、
時
期
に

よ
っ
て
程
度
は
異
な
る
が
、
常
に
乖
離
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
。
両
者
が
最
も
近
接
し
た
都
市
が
織
豊
期
城
下
町
で
あ
り
、
逆
に
最
も
乖
離
し

た
都
市
が
戦
国
期
城
下
町
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
二
つ
の
空
間
の
乖
離
を
引
き
起
こ
し
た
大
き
な
要
因
が
、
地
域
社
会
の
構
造
と
そ
の
地
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域
に
お
い
て
先
行
す
る
都
市
の
空
間
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
戦
国
期
・
織
豊
期
に
お
け
る
城
下
町
の
空
間
構
造
は
、
武
家

権
力
の
空
間
認
識
・
理
念
を
反
映
し
た
都
市
計
画
と
地
域
に
お
け
る
そ
の
受
容
の
相
克
の
過
程
を
経
て
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
上
記
の
見
解
は
現
段
階
で
の
粗
い
素
描
に
過
ぎ
ず
、
今
後
議
論
の
精
緻
化
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
中
世
国
府
・
府
中
と
同

様
に
、
空
間
概
念
を
峻
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
近
世
移
行
期
の
城
下
町
に
つ
い
て
も
重
層
的
な
空
間
の
変
遷
過
程
を
描
く
こ
と
が
一
定
程

度
可
能
と
な
る
こ
と
を
、
A
ユ
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
3
）
　
地
域
構
造
と
都
市
空
間

　
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
領
主
権
力
の
あ
り
方
や
政
治
・
社
会
・
文
化
・
宗
教
、
先
行
す
る
都
市
の
空
間
構
造
と
い
っ
た
地
域
固
有
の
構
造

は
、
武
家
権
力
の
都
市
計
画
以
上
に
、
現
実
の
城
下
町
の
空
間
構
造
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
い
わ
ば
武
家

権
力
の
都
市
計
画
が
現
実
の
空
間
構
造
に
反
映
す
る
際
の
変
数
と
な
っ
た
の
が
、
地
域
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
地
域
と
城
下
町
の
空
間
構
造
と
の
関
連
は
、
城
下
町
成
立
以
前
の
荘
園
や
村
落
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
京
都
西
郊
の
西
岡
に
お
け
る
、
荘
園
や
村
落
を
視
野
に
入
れ
た
地
域
研
究
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
仁
木
宏
は
、
西
岡
に
お
け
る
勝
龍
寺

城
が
織
豊
期
に
細
川
忠
興
に
よ
っ
て
拠
点
城
郭
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
の
西
岡
地
域
に
お
け
る
結
集
の
場
の
機
能
を
受
け
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
福
島
克
彦
は
荘
園
に
お
け
る
政
所
屋
敷
を
踏
襲
し
て
在
地
領
主
が
地
域
に
根
付
い
て
い
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
筋
道
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
地
域
に
お
け
る
特
定
の
場
所
の
も
つ
機
能
は
、
踏
襲
な
い
し
継
承
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

　
地
域
に
お
け
る
城
下
町
の
立
地
に
は
、
周
辺
市
町
の
盛
衰
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
の

中
心
地
機
能
を
周
辺
市
町
の
形
成
・
淘
汰
の
過
程
と
の
関
連
に
お
い
て
説
明
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
小
林
健
太
郎
は
、
尾
張
に

お
け
る
市
・
市
町
の
立
地
と
そ
の
変
遷
を
検
討
し
、
戦
国
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
在
地
の
市
町
が
淘
汰
さ
れ
、
中
心
集
落
に
経
済
機
能
が
集
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⑭

積
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
千
田
嘉
博
は
、
こ
の
よ
う
な
尾
張
の
市
町
の
淘
汰
と
中
心
集
落
の
形
成
と
い
う
動
向
に
織
豊
期
城
下
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

形
成
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
小
島
道
裕
は
、
近
江
国
を
事
例
と
し
て
、
一
五
世
紀
半
ば
に
お
け
る
村
落
と
流
通
路
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

編
が
、
一
六
世
紀
中
期
の
新
し
い
交
易
の
場
を
誕
生
さ
せ
、
そ
れ
が
城
下
町
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
城
下
町
の
空
間
構
造
を
規
定
し
た
地
域
構
造
は
、
上
記
の
よ
う
な
人
文
現
象
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
城
下
町
の
地
理
的
基
盤
で
あ
る
自
然
地
形
、
主
と
し
て
微
地
形
に
つ
い
て
は
、
城
下
町
の
空
間
構
造
を
規
定
す
る
大
き

な
要
素
と
し
て
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
城
下
町
が
展
開
す
る
舞
台
と
し
て
、
自
然
地
形

を
把
握
す
る
と
い
う
基
本
的
作
業
は
、
多
く
の
事
例
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
然
地
形
の
大
規
模
な
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
中
世
に

お
い
て
は
、
自
然
地
形
は
単
な
る
舞
台
と
い
う
役
割
以
上
に
、
諸
施
設
の
立
地
や
街
路
パ
タ
ー
ン
を
強
く
規
定
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
多
様
な
自
然
地
形
は
、
画
一
的
な
都
市
計
画
の
施
工
を
困
難
に
す
る
こ
と
か
ら
、
自
然
地
形
も
、
他
の
人
文
現
象

と
同
様
に
、
城
下
町
の
空
間
構
造
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
空
間
構
造
と
都
市
計
画
の
施
工
の
両
面
に
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

響
を
及
ぼ
す
自
然
地
形
に
対
し
て
は
、
他
の
地
域
構
造
と
同
様
に
、
十
分
な
考
察
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

①
山
村
亜
希
「
南
北
朝
期
長
門
国
府
の
構
造
と
そ
の
認
識
」
人
文
地
理
五
ニ
ー
三
、

　
二
〇
〇
〇
。
前
掲
一
章
注
⑤
。
前
掲
二
章
注
⑳
。

②
矢
守
一
彦
㎎
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
翫
大
明
堂
、
一
九
七
〇
。

③
前
掲
注
①
。

④
宮
本
雅
明
「
城
下
町
の
空
間
類
型
」
（
都
市
史
研
究
会
編
噌
年
報
都
市
史
研
究

　
二
　
城
下
町
の
類
型
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
）
。

⑤
前
掲
二
章
注
⑳
「
戦
国
・
織
豊
期
の
城
下
町
」
。

⑥
前
掲
二
章
注
⑭
。

⑦
前
掲
一
章
注
①
。
二
章
注
⑳
・
⑫
。

⑧
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑨
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑩
前
掲
二
章
注
⑯
。

⑪
千
田
嘉
博
「
守
護
所
か
ら
戦
国
期
拠
点
城
郭
へ
」
（
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財

　
学
科
文
化
財
論
集
刊
行
会
編
㎎
文
化
財
学
論
集
㎞
一
九
九
四
）
。

⑫
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
岐
阜
研
究
会
世
話
人
編
噌
守
護
所
・
戦
国
期
城
下
町

　
を
考
え
る
　
第
一
分
冊
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
』
二
〇
〇
四
。

⑬
前
掲
二
章
注
⑯
。

⑭
　
前
掲
注
⑪
。

⑮
千
田
嘉
博
「
戦
国
期
城
郭
・
城
下
町
の
構
造
と
地
域
性
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
二
九
、

　
一
九
九
〇
。

⑯
　
甫
掲
二
章
注
⑳
。

⑰
前
掲
一
章
注
①
。
二
章
注
⑳
・
⑫
。
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⑱
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑲
前
掲
二
章
注
⑫
。

⑳
千
田
嘉
博
「
織
豊
系
城
郭
の
構
造
」
史
林
七
〇
1
二
、
一
九
八
七
。

⑳
中
井
均
「
織
豊
系
城
郭
の
画
期
一
礎
石
建
物
・
瓦
・
石
垣
の
出
現
一
」

　
（
村
田
修
三
編
『
中
世
城
郭
研
究
論
集
睡
新
人
物
往
来
社
、
　
一
九
九
〇
）
。

⑫
　
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑬
　
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑳
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑳
前
掲
二
章
注
⑳
。
同
「
町
割
・
屋
敷
割
・
町
家
」
（
都
市
史
研
究
会
編
『
年
報

　
都
市
史
研
究
二
　
城
下
町
の
類
型
㎞
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
）
。

⑳
前
掲
二
章
注
⑱
。

⑳
　
前
掲
～
章
注
①
。
前
掲
二
章
注
⑫
・
⑳
。

　
　
前
掲
二
章
注
⑫
。

⑳
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑳
　
前
掲
二
章
注
⑳
。

⑳
　
前
掲
二
章
注
⑲
。

⑳
　
仁
木
宏
『
戦
国
時
代
、
村
と
町
の
か
た
ち
隔
山
州
出
版
社
、
二
〇
〇
四
。

V
　
お
　
わ
　
り
　
に

⑳
　
福
島
克
彦
「
乙
訓
・
西
岡
の
城
館
と
集
落
」
（
中
井
均
・
仁
木
宏
編
著
『
京
都

　
乙
訓
・
西
周
の
戦
国
時
代
と
物
集
女
城
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
）
。

⑭
　
小
林
健
太
郎
「
大
名
領
国
成
立
期
に
お
け
る
中
心
集
落
の
形
成
－
尾
張
平
野

　
の
事
例
研
究
に
よ
る
検
討
一
」
史
林
四
八
一
一
、
一
九
六
五
。

⑳
千
田
嘉
博
「
尾
張
国
に
お
け
る
織
豊
期
城
下
町
網
の
構
造
」
（
村
田
修
三
編

　
『
申
世
城
郭
研
究
論
集
』
新
人
物
往
来
社
、
　
【
九
九
〇
）
。

⑳
　
小
島
道
裕
「
都
市
の
場
・
地
域
と
流
通
・
消
費
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

　
報
告
九
二
、
二
〇
〇
二
。
同
コ
五
世
紀
の
社
会
的
画
期
と
集
落
－
特
に
水

　
利
・
水
論
を
め
ぐ
っ
て
一
」
琵
琶
湖
博
物
館
研
究
調
査
報
告
二
一
、
二
〇
〇
四
。

⑳
　
近
年
、
筆
者
は
尾
張
津
島
と
能
登
七
尾
を
事
例
と
し
て
、
微
地
形
レ
ベ
ル
の
自

　
然
地
形
と
都
市
空
間
構
造
と
の
関
係
を
検
討
し
、
本
文
で
述
べ
た
課
題
の
予
察
と

　
し
て
い
る
。
本
格
的
な
検
討
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
山
村
亜
希
「
中
世
津

　
島
の
景
観
と
そ
の
変
遷
」
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
日
本
文
化
学
科
編
七

　
号
）
五
三
、
二
〇
〇
五
。
同
「
中
近
世
能
登
七
尾
の
湊
町
と
城
下
町
の
景
観
」

　
（
矢
田
俊
文
・
千
田
嘉
博
編
『
能
登
七
尾
城
と
加
賀
金
沢
城
一
中
世
の
城
・
ま

　
ち
・
村
一
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
六
）
。

　
一
九
八
○
年
代
以
降
の
日
本
中
世
都
市
研
究
に
お
い
て
は
、
空
間
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
が
主
流
を
な
し
、
学
際
的
な
共
同
研
究
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
方
法
論
の
圓
顧
が
な
さ
れ
、
学
際
研
究
に
お
け
る
資
料
批
判
と
そ
の
解
釈
の
方
法
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
学
際
研
究
で
あ
る
か
ら
こ
そ
不
可
避
に
生
じ
る
、
空
問
概
念
と
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
の
不
統
一
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
二
章
で
五
つ
の
研
究
段
階
を
措
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
空

間
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
し
て
き
た
か
、
そ
の
背
景
に
は
ど
う
い
つ
だ
議
論
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
研
究
段
階
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に
よ
っ
て
、
空
間
に
対
蒔
す
る
問
題
設
定
が
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
分
析
方
法
も
異
な
る
た
め
に
、
導
き
出
さ
れ
る
空
間
も
、
復
原
レ
ベ
ル

や
ス
ケ
ー
ル
、
抽
象
度
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
中
世
都
市
空
間
研
究
の
進
展
の
た
め
に

は
、
以
下
の
二
点
の
検
討
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
第
一
に
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
空
間
概
念
の
相
違
を
認
識
し
、
そ
の
精
査
と
接
合
を
行
う
検
討
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
試
み
と
し

て
、
筆
者
が
行
っ
た
中
世
国
府
・
府
中
研
究
に
お
け
る
空
間
概
念
の
検
証
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
空
間
の
も
つ
重
層
的
な
位
相
を
理
解
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
空
間
概
念
の
関
連
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
空
間
の
重
層
性
の
分
析
は
、
従

来
の
社
会
構
造
論
を
絶
対
的
な
前
提
と
し
た
空
間
史
と
は
異
な
る
、
空
間
そ
の
も
の
に
立
脚
し
た
空
間
構
造
論
の
創
出
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

持
つ
。
第
二
に
、
第
一
の
検
討
と
関
連
し
て
、
都
市
計
画
と
し
て
の
空
間
と
現
実
の
空
間
構
造
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
位
相
の
空
間
に
着
目
し

た
。
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
研
究
蓄
積
の
厚
い
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
を
例
と
し
て
、
二
つ
の
異
な
る
空
間
が
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
か
を
概
観
し
、
戦
国
期
・
織
豊
期
城
下
町
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
空
間
は
近
接
と
乖
離
を
繰
り
返
す
と
い
う
変
遷
過
程
を
描
い

た
。
そ
し
て
、
両
者
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
変
数
が
、
多
様
な
地
域
構
造
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
本
稿
で
行
っ
た
空
間
概
念
や
空
間
構
造
へ
の
研
究
視
角
の
検
討
が
、
研
究
者
自
身
の
空
華
へ
の
ま
な
ざ
し
の
認
識
の
模
索
を
促
し
、
今
後
の

空
間
研
究
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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。



horse　trade　limitation　was　also　aimed　at　prices　and　purchases　within　the　territory

under　the　direct　control　of　the　emperor，　therefore，　its　main　purpose　was　to　se－

cure　enough　horses　to　confront　the　Xiongnu　as　well　as　the　marquises．　ln　168　BC，

Wendi　got　rid　of　the　checl〈points，　probably　including　those　which　were　set　up　on

the　border　with　the　territory　of　the　marquises，　which　suggests　a　detente　with

them　in　the　middie　of　his　reigri．

　　One　of　the　most　famous　reforms　is　the　abolttion　of　mutgabon　as　punishment　in

167　BC，　and　fixecl　terms　of　the　hard　labour　were　also　set　at　the　same　tme．

Although　the　background　has　been　explained　in　the　context　of　the　penal　system

reform，　the　details　of　the　penal　system　recorded　in　the　Ernian　ltiling　suggest

another　viewpoint．

　　The　problem　that　threatened　Wendi　in　the　second　half　of　his　reign　was　the

attacks　from　the　Xiongnu，　which　intensrded　after　169　BC，　and　their　tiroops

threatened　the　capital　in　166　BC．　Defending　his　empire，　Wendi　carried　out　several

plans，　one　of　whose　ends　was　to　reorganjze　the　system　of　labour　sewices．　As

part　of　this　trend，　the　hard　labour　system　must　have　been　rationalized．　Viewed

from　a　different　viewpoint，　hard　labour　without　any　fixed　term　meant　an　endless

necessity　of　supplying　othcial　food　because　convicts　were　issued　a　certain　amount

of　food，　at　least　in　principle．　We　have　te　count　the　abolition　of　the　mutilation　as　a

penalty　as　a　way　of　economizing．

The　Review　of　the　Studies　on　the　Spatial　Structure

　　　　　　　　　　of　Japanese　Medieval　Cities

by

YAMAMURA　Aki

　　Studies　of　Japanese　medieval　cities　have　been　interdiscipliRary，　includng　the

fields　of　history，　aychaeo｝ogy，　architectural　history，　and　geography．　The　central

issue　of　the　studies　has　been　how　to　reconstruct　and　explain　the　“space”　of　the

cities，　but　the　strict　meaning　of　the　key　concept　“spaljal　structure”　has　Rever

been　exp｝ored．　However，　cunrent　studies　have　arrived　at　the　point　of　reassessing

their　perspectives　and　methods　of　spatial　analysis　from　their　own　academic　points

of　view．　This　papey　aims　to　review　the　studies　of　Japanese　medieval　cities　by　ex一

ε㎜血ng　the　meaning　of　the　spatial　structure　and　perspectives　on　spatial　ana圭ysis．
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　　Prior　to　the　1970s，　historians　had　displayed　a　strong　interest　in　the　late－

medieval　castle　towns，　which　were　seen　as　inmiature　feudal　cities　on　the　verge　of

developing　into　the　consurnmate　feudal　cities　of　early－rnoderii　tirnes．　They　deter－

mined　the　｝ecations　of　the　castle，　residences　of　the　warriors，　and　markets　iR　each

city，　and　they　used　this　data　as　a　standard　to　estmate　the　level　of　development　as

a　feudal　city．　They　understood　the　“spatial　stmcture”　as　the　relative　connection　of

the　locations　of　these　thyee　elemeRts．

　　In　the　late　1970s，　infiuential　papers　were　published　by　the　historian　Amino

Yoshihileo，　who　defined　the　space　where　people　engaged　in　various　economic　acti一

轍ies　free　from　the　intervention　of　a　feudal　lord　as　an“urban里ocation”．　Du血g出e

same　period，　archaeological　surveys　produced　many　remarkable　results，　especially

oR　some　eaiAly　medieval　cities．　The　conceptual　term　urban　location　was　recon－

stmcted　in　actual　spatial　form　by　a　group　of　historians　and　archaeologists　working

together　who　used　the　maRy　actual　excavations　of　early－medieval　sites．　Because

this　method　of　reconstruction　was　used　to　make　up　for　the　iacl〈　of　space　where

archaeological　surveys　had　not　been　conducted，　the　abstract　model　of　the　center

and　periphery　was　applied　to　the　entire　urban　space．　This　method　caused　confu－

sion　between　abstract　and　concrete　spatial　structures　when　using　the　term　urban

location．

　　On　the　other　hand，　other　historians　and　archaeologists　joined　to　initiate　the

study　of　the　changes　in　castle　towns　from　late　medieval　to　early　modem　times，

but　in　manner　divorced　from　the　o｝der　theories　about　feudal　cities．　They　found　tke

medieval　castle　towns　had　two　different　varieties　of　space．　One　type　of　space　was

under　the　control　of　powerfu1　lords，　and　the　other　type　was　space　that　was　free　to

a　certain　extent　from　the　power　of　the　lords．　They　claimed　such　multivalent　space

was　u面ed　by　the　powe血1　lords　in　early　modem　times．　Their　dynarrric　but　linear

view　of　the　development　of　the　history　of　castle　towns　had　a　great　influence　on

many　researchers．　Furthermore，　their　method　of　reconstxucting　space　that　clar－

fied　the　concrete　morphology　and　function　of　urban　elements　of　the　city　as　a

whole　was　also　widely　accepted．　The　space　reconstructed　by　this　rnethod　was　rec－

ognized　as　the　spatial　structure　of　the　city．

　　In　the　1990s，　ari　architectural　historian　presented　a　remarkabie　model　to　explain

the　history　of　the　space　of　the　Japanese　cities　from　ancient　through　modem　tirnes．

That　model，　cornposed　of　two　symbolic　factors，　was　exceedingly　abstract．　lt　suc－

ceeded　in　explaining　the　multiple　aRd　complex　space　of　rnedieval　cities　in　their

totatity．　ln　other　words，　this　meant　that　the　spatial　stnicture　of　the　city　was　a

model　that　was　symbolic　and　highly　abstract．

　　As　is　demonstrated　in　this　paper，　studies　of　Japanese　medieval　cities　have　not
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shared　a　common　understEmding　of　the　most　important　concept　of　spatial　struc－

ture，　so　researchers　have　employed　perspectives　appropriate　to　their　own　themes

in　analyzing　space．　Due　to　the　confusion　bo！rne　of　a　lacl〈　of　recognition　of　the　coR－

cepts　of　space　and　spatial　structure，　researchers　have　faced　problems　in　exchang－

ing　results　of　studies　with　each　other．　The　fundamental　cause　of　this　prob！em　lies

in　the　attitudes　of　most　researchers　who　have　not　paid　serious　attention　to　space

itself．

　　What　then　would　be　an　effective　solution　to　this　problem？　This　paper　proposes

that　one　solution　is　to　distiriguish　the　space　planned　by　the　lords　from　the　actual

space　of　the　cities，　whi正e　recogniz血g　the由versity　of　space　itsehf　and　caref磁y　re－

fetmg　to　the　basic　concepts　of　space　used　in　geography．　Applying　this　perspec－

tive　toward　the　studies　of　castle　towns，　this　paper　constructs　a　new　history　of

these　spaces　from　late　medieval　to　early　modern　times　and　demonstrates　the

validity　of　£he　method．

　　From　the　last　quarter　of　£he　15th　century　to　the　first　quarter　of　the　16th　cen－

tury，　lords　who　were　1inked　to　the　polttical　center　possessed　city　plans　that　con－

sisted　of　a　rectangular　format　and　grid　road　pattern．　But　their　plans　were　not

always　realized　in　actual　space　as　planned　because　local　societies　did　not　always

accept　them　in　total．　The　actual　spatial　stmcture　was　formed　by　the　lords　and　loc－

al　societies　moCljfying　the　city　plans　to　fit　local　contexts．

　　In　the　second　and　third　quarters　of　the　16th　century，　｝ords　who　had　developed

into　representatives　of　local　socjeties　did　not　have　any　clear　city　plans．　Actual　spa－

tial　sttuctuire　was　influenced　not　only　by　the　actions　of　the　loyds，　but　also　by　that

of　other　iocal　representatives　and　other　types　of　spatial　structures　in　local　cities．

As　a　result，　there　was　a　variety　of　actual　spatial　structure　of　castle　towns．

　　In　the　last　quarter　of　the　16th　century，　powerfu1　lords　unified　the　diversity　of

regional　society　in　Japan　and　started　to　establish　a　nation　state．　These　powerful

Iords　had　rigid　city　p｝ans　and　forced　their　vassa｝s　and　bureaucracy　to　reatize　them

in　their　own　teiTritories　as　a　proof　of　submission　to　the　lords　duimg　the　process　of

unification．　Many　castle　towns　were　built，　and　then　rebuilt，　in　a　comrnon　foi7mat　all

over　Japan．　The　city　plans　of　lords　had　great　influence　on　the　actual　spatial　stmc－

Sure　of　local　castie　towns，　nevertheless，　the　plans　were　accepted　and　modified　to

some　extent　depending　on　tihe　local　context．　As　this　exploration　of　castie　towns

suggests，　the　studies　of　medievai　cities　contain　latent　possibdities　for　constructing

a　new　history　of　space　by　modifying　the　way　the　space　of　cities　is　seen．
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